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健康増進課 山崎 4782 ブルーライト県庁 11月

糖尿病対策に関する普及啓発のため、世界

糖尿病デ―（11/14）にあわせ、県庁をブ

ルーにライトアップする。

（神奈川県糖尿病対策推進会議と共催）

（補足事項）

新型コロナウイルス感染症拡大前は、医師

会の先生による講演や音楽隊による演奏な

どの点灯イベントを行った。

・周知用チラシ6,130部、ポスター52部配

布

・11月11日～14日17：00-21：00まで県庁

本庁舎をブルーにライトアップ

（補足事項）

R4は初めて横浜そごう、西武東戸塚店にポ

スターの掲示を行った。

2.だいたいできた ○ ◎ ○ ○

健康増進課 山口 内4789
後期高齢未病改善

推進事業
H27～現在

高齢者が、自らフレイルを早期に発見し、

未病改善の取組を実践できるようにするた

め、市町村や関係団体等と連携しながら自

己チェックの機会を提供するとともに、

食・運動・社会参加の重要性について啓発

を図った。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cz

6/cnt/f480290/frail.html

〇フレイルにならないように気を付けるよ

うになった人数

H30：218名

R1  ：218名

R2  ：95名

R3  ：212名

R4  ：327名（R5.4.26時点）

2.だいたいできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 堀江、田中
内5022

内5020

未病対策普及啓発

事業
H26～現在

県民が未病改善に取り組めるよう、企業や

市町村などと連携し、自らの健康状態を

チェックでき、専門家の助言を受けられる

未病センターの設置や利用を促進した。ま

た、未病センターでは民間企業等の保有す

るノウハウや人材を活かした「健康支援プ

ログラム」を開催した。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cz

6/cnt/f480290/mibyoucenter.html

〇未病センター利用者数

H30：353,717人

R1  ：491,630人

R2  ： 82,473人

R3  ：106,617人

R4  ：305,582人

〇健康支援プログラム実施回数、利用者数

H30：47回、1,971人

R1  ：71回、2,310人

R2  ：25回、492人

R3  ：51回、1008人

R4  ：88回、2,371人

2.だいたいできた ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

健康増進課 堀江 内5020
未病女子対策推進

事業
H28～現在

女性の活躍を支援するため、女性の健康課

題に関する知識の普及、改善に向けての普

及啓発を行った。

https://joshi.me-byo.com/

〇未病女子naviアクセス数

H30：78,580件

R1  ：136,504件

R2  ：378,457件

R3  ：202,967件

R4  ：207,128件

〇かながわ女性の健康 未病改善フェア IN

みなとみらい

H29：約710人

H30：　826人

〇大塚製薬とのセミナーの共催

H30：177人

R1  ：198人（7月）、184人（10月）

R3  ：195人（オンライン）

1,550人（オンデマンドによる累計再生

数）

R4 ：1,940人（オンデマンドによる累計再

生数）

2.だいたいできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 木村 内6836
高校における未病

学習推進事業
R1～現在

令和元年度に作成した「健康・未病学習教

材」を県立高校１年生及び教員に全校配布

するとともに、企業と連携し、私立高校に

おける出前事業に当該教材を活用した。

「依存症」、「感染症」のコラムを教材に

追加した。

県内公立高校への副教材配布数

R1：約50,000部（148校）配布

R2：約50,000部（138校）配布

R3：約45,000部（137校）配布

R4：約3,400部（137校）配布

※R4より、印刷物の配布対象は教職員のみ

とし、生徒を対象とした授業においては電

子媒体(PDF)の活用を促した。

2.だいたいできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

健康増進課 木村 内6836
子どもの未病対策

応援プログラム
H29~現在

企業・団体・大学等と連携し、県内の幼稚

園や保育所等で、子どもの未病対策に資す

るプログラムを提供した。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/cz

6/kodomo_plogram.html

子どもの未病対策応援プログラム参加者数

H30：1,957人

R1  ：1,713人

R2  ：2745人

R3  ：1,359人

R4  ： 3,966人(R5.5.31集計時点)

2.だいたいできた ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

健康増進課 荒川 4787
性と健康の相談セ

ンター事業
通年

保健福祉事務所で行っている健康教育事

業・健康相談事業で、ライフステージに応

じて、妊娠中の喫煙や飲酒の影響について

知識の普及啓発を行う。

・実施主体：８保健福祉事務所・センター

・一般相談：相談件数　156件

・専門相談：実施回数 14回　相談件数

23件

・集団指導：実施回数　39回　参加人数

4,807人

2.だいたいできた ○ ◎

いのち・未来戦略本部室 宇佐美 2725
ヘルスケアMaaS

実証事業
Ｒ３年度～

住民のモビリティに対するニーズを正確に

把握し、住民が求めている技術やテクノロ

ジーの社会実装を検討する。

R4.11　「自動運転車×事前問診」といっ

た次世代モビリティに関する実証実験を実

施

2.だいたいできた ◎

いのち・未来戦略本部室
杉山

宇賀神
2728

脳梗塞の研究・実

証事業
Ｒ４年度～

脳梗塞等の発症前後の対応や麻痺した機能

の再生とリハビリに関する研究の推進と社

会実装

脳梗塞に対するt-PA療法での水素ガス吸入

による予後改善効果を検証するためのモデ

ルマウス実験系の開発と、その実験系での

水素ガス吸入による効果の測定を試みた。

2.だいたいできた ◎

いのち・未来戦略本部室 宇賀神 2728
ヘルスケアロボッ

ト産業化促進事業
H27年度～

自立支援ロボット「装着型サイボーグHAL

®」を活用した高齢者の運動機能等改善に

関する実証

高齢者を対象に専門トレーニング施設以外

において介護予防プログラムを実施し、未

病改善や運動機能の改善が認められた。

2.だいたいできた ◎ ○

いのち・未来戦略本部室 佐藤 内線2717 未病指標 H29～現在

個人の現在の未病の状態を数値で確認でき

る「未病指標」を、県のスマートフォンア

プリ「マイME-BYOカルテ」に実装し県

民に活用いただくことで、未病の「見える

化」から、未病改善につなげる。

○   現在の生活習慣を続けた場合に、将来

の未病指標のスコアがどう変化するかを予

測し、数値で示す「未来予測機能」をマイ

ME-BYOカルテに実装した。

〇　令和４年度末までに累計171,259人が

利用

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○

身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

令和４年度　「かながわ健康プラン２１（第２次）」推進に係る取組実績

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

1
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・
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物
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0
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お
け
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行
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周
病
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す
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者
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お
け
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進
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歯
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す
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者
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減

少 ３
歳
児
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者
の

割
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が8

0
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上
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町
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1
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歳
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１
人
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歯
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.
0
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あ
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診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

いのち・未来戦略本部室 杉浦 内線2716 CHO構想推進事業 H27～現在

企業・団体において「健康経営」を進め、

「労働生産性」といった経営指標を調和的

に改善させることにより、企業全体のパ

フォーマンスを向上し、その結果として企

業の経営価値向上に資する取組を実施す

る。

○ 　県が「ＣＨＯ構想推進事業所」として

登録した事業所に、企業や団体のイメージ

アップに活用できる登録証やステッカーを

配布するほか、ＣＨＯ構想や健康増進に係

る情報を提供した。

○   企業や団体のＣＨＯ構想（健康経営）

の取組みを支援するため、経営者や企業の

人事担当者向け健康経営セミナーを開催し

た。

2.だいたいできた ◎ ○ ○ ○

いのち・未来戦略本部室 野間口 内線2719
ME-BYO STYLE

の推進
H29～現在

「ME-BYO STYLE」とは、手軽にできる

「未病の改善」の方法を生活習慣に取り入

れたライフスタイルのことであり、20～

40歳代の女性をターゲットに、その普及

啓発を行う。

〇企業との連携については以下のとおりイ

ベントやコラボを行い、普及啓発を行っ

た。

・ヨガや食のイベントを7回開催。

・ME-BYOスタイルロゴ入りのリカバリー

ウェアの発売。

・複数の社員食堂において、未病改善POP

やポスター掲示等を行った。

〇広報物による普及について

・毎月女子トイレ用のポスターを作成し、

CHO構想登録企業や、自治体に共有した。

1.よくできた ○ ◎

がん・疾病対策課 魚谷 4780
がん検診の普及啓

発事業
通年

がん検診受診促進普及啓発リーフレット、

ホームページ、「県のたより」その他広報

誌等、民間団体との連携等による普及啓発

・がん検診普及啓発リーフレット：50,000

部作成、配布

・県のたより５月号企画面掲載

・ピンクリボンライトアップ2022inかなが

わ等のイベントを通じた普及啓発

2.だいたいできた ○ ◎

がん・疾病対策課 魚谷 4780
がん検診受診促進

事業
通年

がん検診の受診率向上のため、企業と連携

して、企業の健康づくり担当者にがん検診

の必要性を訴える研修を実施するととも

に、企業窓口においてリーフレット、企業

チラシ等の多様な啓発ツールを活用してが

ん検診の普及啓発を実施

企業向け研修：全16回、参加者181名 2.だいたいできた ○ ◎

がん・疾病対策課 豊田 5015
がん克服シンポジ

ウム
R4

がんをテーマにしたシンポジウムを実施

https://www.khf.or.jp/gan/event2.html

?1639527101495#sympo

・令和5 年 1 月 28日に相模女子大学3 号館

314 教室で開催。

・テーマは「みらいを守る 子宮頸がん予

防」

・参加者 70 人

2.だいたいできた ○ ◎

がん・疾病対策課 豊田 5015

（公財）かながわ

健康財団がん対策

推進事業費補助

通年

がん征圧キャンペーン等の各種事業を実施

し、がんに対する正しい知識や検診の早期

受診などについて普及啓発を行う（公財）

かながわ健康財団がん対策推進事業に対し

て助成

がん征圧キャンペーン等の各種事業を実施 1.よくできた ○ ◎

がん・疾病対策課 德丸 4779
受動喫煙防止等普

及啓発
H21～現在

受動喫煙防止等普及啓発キャンペーンにお

いて、イベントの開催や市町村や協力企業

へのポスター掲示、WEB、デジタル広告

及び動画放映を通して、受動喫煙の健康へ

の悪影響や、受動喫煙防止条例の内容等に

ついて普及啓発を実施した。また、受動喫

煙防止条例の概要をまとめた県民向けのチ

ラシやリーフレットを作成・配布し、受動

喫煙防止条例の内容等について普及啓発を

実施した。

受動喫煙防止キャンペーンを11月に実施

・ポスター1,113枚、チラシ・クリアファ

イル650部配布

・YouTube動画広告、Yahoo!バナー広告

・バス車内広告

1.よくできた ○ ◎

がん・疾病対策課 内川 4779
喫煙専用室等設置

に関する技術相談
H21～現在

喫煙専用室の設置や施設改修等を検討して

いる事業者の皆様を対象に、健康増進法や

受動喫煙防止条例の技術的基準を満たす内

容について、専門職が個別相談（無料）を

電話やメール、来所等で実施した。

相談実績0回 3.あまりできなかった ◎

がん・疾病対策課 内川 4779

喫煙専用室等設置

に関する技術アド

バイザー派遣

H21～現在

喫煙室の設置や施設改修等を検討している

事業者の皆様を対象に、健康増進法や受動

喫煙防止条例の技術的基準を満たす内容に

ついて、実際に店舗（施設）を見せていた

だき、喫煙室の設置や煙の流出に係る技術

的な内容について提案する技術アドバイ

ザーを無料で派遣した。

アドバイザー派遣２回 1.よくできた ◎

がん・疾病対策課 虎頭 5025
ハンドブックの作

成・配布
H23～現在

健康増進法及び受動喫煙防止条例の普及啓

発に資するため、施設管理者向けのハンド

ブックを作成・配布。

実績なし（R5条例改正予定のため） 3.あまりできなかった ◎

がん・疾病対策課 内川 4779
卒煙サポートセミ

ナー
Ｈ24～現在

民間事業所や市町村等で、卒煙(禁煙)支援

を担当する職員を対象に、たばこによる健

康への悪影響や卒煙(禁煙)支援方法等につ

いての研修会を開催。

中止

（グループの体制変更のためやむを得ず）
4.ほとんどできなかった ◎ ○ ○

がん・疾病対策課 内川 4779 卒煙(禁煙)相談 Ｈ17～現在

卒煙(禁煙)希望者の相談を受け、保健福祉

事務所等の医師や保健師等が、卒煙(禁煙)

方法や、禁煙支援医療機関等に関する情報

提供を行う。

各保健福祉事務所において実施

（電話相談・出張相談（イベント等含

む））

1.よくできた ◎ ○ ○

がん・疾病対策課 内川 4779
若年層喫煙防止教

育担当者研修会
H18～現在

学校の喫煙防止教育担当者、養護教諭等向

けの研修会を実施する。

R4.10.21~11.19実施

「たばこの健康被害について」等

研修資料の配布及び動画視聴

1.よくできた ◎

がん・疾病対策課 内川 4779
小学生への喫煙防

止教育
H23～現在

県内小学6年生全員を対象に、喫煙防止教

育の普及啓発リーフレットを作成し県内全

小学校へ配布する。

県内小学6年生全員を対象に配布を行っ

た。また、随時各所からの依頼に基づき送

付を行った。

配布総数：87,297部

1.よくできた ◎

がん・疾病対策課 内川 4779
高校生等への喫煙

防止教育
Ｈ19～現在

県立高等学校、中等教育学校及び保健福祉

事務所管内の私立の高等学校、中等教育学

校を対象に、希望のあった高校等に対し保

健福祉事務所等の医師や保健師等が喫煙防

止教育を実施した。中高生を対象とした喫

煙防止教育の啓発リーフレットを作成し配

布する。

中高生向けの喫煙防止教育の啓発リーフ

レットを新規作成し、配布を行った。

配布総数：1,683部

1.よくできた ◎

がん・疾病対策課 内川 4779
大学生等への喫煙

防止教育
H17～現在

新入生大学説明会などで利用してもらえる

よう、大学生を対象とした喫煙防止教育の

啓発リーフレットを作成し希望の大学に配

布する。

大学生向けの喫煙防止教育の啓発チラシを

県内希望の大学に配布。

配布総数：8,405枚

1.よくできた ○ ◎
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

がん・疾病対策課 内川 4779
妊産婦への喫煙防

止教育
H28～現在

妊産婦を対象とした喫煙防止教育の普及啓

発リーフレットを作成し配布する。

妊産婦を対象に県内各市を経由し、禁煙及

び受動喫煙防止に関するリーフレットの配

布を行った。

配布総数：300部

1.よくできた ○ ◎

がん・疾病対策課 内川 4779

禁煙治療を実施し

ている医療機関等

の紹介

開始年度不明～現
在

たばこによる健康への悪影響や卒煙（禁

煙）方法、禁煙治療を実施している医療機

関や禁煙相談を実施している薬局等の情報

をHPに掲載する。

R4.8.1現在の情報で更新 1.よくできた ◎ ○

がん・疾病対策課 大塚 4728 精神保健福祉相談 通年（予約制）

各保健所で嘱託医・専門職員が、地域住民

のこころの健康に関する相談に対応し、必

要に応じて専門的助言を行う。

【相談・訪問】

R2　相談：17,655人、訪問：3,663人

R3　相談：19,058人、訪問：3,809人

R4　相談：18,265人、訪問：3,586人

1.よくできた ◎ ○

がん・疾病対策課 青木 4728
いのちのほっとラ

イン＠かながわ
通年（R2以降）

若年層を中心に幅広く利用されているＬＩ

ＮＥを活用し、電話にハードルを感じる方

に相談しやすい窓口を提供し、「死にた

い」等の希死念慮をはじめとした、こころ

の健康に関する相談に広く対応する。

【対応件数】

R2（4/24～）：7,115件

R3：7,397件

R4：7,791件

1.よくできた ◎ ○

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939

レクリエーション

指導者派遣事業
平成24年度～現在

高齢者を対象とした体力つくり等の教室、

世代間交流イベント、子どもと高齢者の交

流事業などに日本レクリエーション協会公

認指導者を派遣

【R４】

実施回数：19団体

参加者数：782人
1.よくできた ○ ◎ ○ ○

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939

スポーツ団体及び

スポーツ大会補助
Ｈ11～現在

県レクリエーション協会との連携による、

かながわスポーツ・レクリエーション大会

（①中央大会、②③出前イベント）への支

援

【R４】

実施日：令和４年10月23日

会場：県立スポーツセンター

内容：フォークダンス、健康マージャン等

参加団体：26団体

参加者：2,156人

1.よくできた ○ ◎

スポーツセンター 中島・白武
0466-81-

5611

広域スポーツセン

ター活動事業

総合型スポーツクラブの育成・支援とし

て、地域巡回相談を行う

【R４】

巡回相談、支援：48件

（創設済みクラブのべ46件、創設準備中ク

ラブのべ２件）

1.よくできた ○ ○ ◎

スポーツ課 榎本 2939
子どもの3033運動

奨励事業
H21～現在

親子で実践する「親子ふれあい体操リーフ

レット」１歳６ヶ月向け、３歳児向けを、

市町村が実施する３歳児健診等および幼稚

園等で配布

【R４】

・1歳６ヵ月～２歳編：35,000部

・３歳～６歳編：35,000部

計70,000部作製

・市区町村（検診会場等）へ配布

1.よくできた ◎

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939
県民スポーツ月間 H20～現在 スポーツ体験教室の開催

【Ｒ4】

開催日：令和４年10月２日（日）

　　　　令和４年10月９日（日）

開催場所：県立西湘スポーツセンター

　　　　　県立スポーツセンター

参加者数：計719人

※スポーツコミュニケーションデー参加者

1.よくできた ◎

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939
県民スポーツ月間 H20～現在 武道体験教室等の開催

【Ｒ4】

開催日：令和４年９月25日（日）

参加者数：237人

実施種目：弓道、剣道、合気道、なぎな

た、柔道、空手道、短剣道、少林寺拳法

2.だいたいできた ◎

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939
県民スポーツ月間 H21～R1 かながわスポーツフェスティバル 令和元年度で事業終了 ◎

スポーツ課
黒川

中山

2932

2939

チャレンジデー参

加支援事業

H28

～現在
チャレンジデー実施市町への支援

【Ｒ4】

チャレンジデー実施市町への支援グッズの

購入・配付

開催日：令和４年５月31日（水）

参加自治体：秦野市、松田町

2.だいたいできた ◎

スポーツ課 福島 2933
シニアスポーツ

フェスタ
H28～現在

高齢者の健康の保持増進、生きがいづくり

の支援を目的に、日頃の健康、スポーツ活

動の成果を発表する総合スポーツ大会を開

催

【Ｒ4】

開催種目数：27種目

参加者：計11,373人（選手9,668人、関係

者1,705人）

1.よくできた ◎

スポーツ課 藤波 2930 3033運動の推進
横浜ランドマークタワースカイクライミン

グ2016、2017、2018、2019の実施

【R４】

中止
4.ほとんどできなかった

スポーツセンター 中島・白武
0466-81-

5611
3033運動の推進 Ｈ17～現在

3033運動キャンペーンイベントの実施

（県、市町村、各団体・協会・連盟等が実

施する催しで、3033運動を普及啓発する

ブースを設け、啓発物の配布等キャンペー

ンイベントを実施）

【R４】

出展件数：９件

周知人数：計3,907名
1.よくできた ○ ○ ◎

スポーツセンター 中島・白武
0466-81-

5611
3033運動の推進 Ｈ23～現在 3033運動講習会の実施

【R４】

・厚木市市民健康部健康づくり課

５月26日（木） 参加者数　 ８名

・伊勢原市健康福祉部スポーツ課

６月11日（土） 参加者数　 70名

・企業（綾瀬市 株式会社デック）

６月17日（金） 参加者数　103名

・座間市中栗原第三自治会

８月６日（土） 参加者数   16名

・企業（古河電気工業株式会社）

12月15日（木） 参加者数　 15名

1.よくできた ○ ○ ◎

スポーツセンター 中島・白武
0466-81-

5611

スポーツによる未

病改善実践事業・

未病改善スポーツ

ドック

Ｒ２～現在

スポーツによる未病改善を推進するため、

県立スポーツセンターと大学等の専門機関

との連携のもと、県民が自らの体力や運動

能力を把握し、未病改善に向けた効果的な

スポーツ活動を行うことを総合的にサポー

トする。

【R４】

第１回：計126名

第２回：計89名

・個別に相談助言・運動指導を行う時間を

設けることで参加者自身に合った運動プロ

グラムを作成し、継続的な未病改善の実践

につながるよう努めた。

・いのち・未来戦略本部室未病産業グルー

プと連携し、アプリによる未病指標測定の

紹介・測定を行った。

2.だいたいできた ○ ◎ ○ ○ ○

3
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

スポーツ課 山﨑 2941
かながわパラス

ポーツフェスタ
2月

デフリンピック選手による講演、パラリン

ピック競技種等の体験等

年齢や障害の有無にかかわらずすべての人

を対象として

新都市プラザ（横浜そごう）にて実施。

参加者約800人

1.よくできた ○ ○ ○ ◎

スポーツ課 山﨑 2941
かながわバリアフ

リービーチ
7月

ビーチマット等を使用した障がい者のビー

チ・マリンスポーツ体験

年齢や障がいの有無にかかわらずすべての

人を対象として鎌倉海岸由比ガ浜にて実施

参加者約300人

1.よくできた ○ ○ ○ ◎

スポーツ課 山﨑 2941
パラスポーツミニ

体験会
通年

パラリンピック競技種目の体験、パネル展

等

一般県民を対象に、通年、県内各地にて実

施.
3.あまりできなかった ○ ○ ○ ◎

医療保険課 吹上 4885
保健事業支援研修

事業
H22～現在

特定健診・特定保健指導の業務に従事する

初任者が特定健診・特定保健指導の理念・

制度及び本県の実施状況や課題を理解し、

生活習慣病やメタボリックシンドロームな

どの保健指導に必要な基礎的知識及び初回

面接時のスキル等を習得し、実践に役立て

ることを目的とする研修を行う。

R1以前は、健康増進課が担当

R2 コロナのため中止、R3 58名参加（web

開催）、R4 121名参加（web開催）

1.よくできた ◎ ○

医療保険課 吹上 4885

特定健康診査・特

定保健指導事務担

当者等研修事業

H22～現在

特定健診・特定保健指導の実施率向上のた

めの情報交換会と事務担当者等研修会を共

同開催することにより、市町村の国民健康

保険特定健診担当者の参加を促し、県内の

実施率向上に資する。

H25  42名、H26  44名、H27  51名、H28

76名、H29  59名、H30  59名、R1 57名

R2 コロナのため書面開催、R3以降は、制

度改正等、必要に応じて開催することとし

た。

1.よくできた ◎

医療保険課 吹上 4885

特定健診受診率向

上に向けたプロ

モーション事業

R1～現在

特定健診受診率向上に係る動画を、公共交

通機関、映画館、ネット広告で放映し、県

民に特定健診受診の必要性の意識付けを行

う。

R1 動画の作成、映画館での放映

R2 映画館、公共交通機関（電車・バス）

での放映

R3 映画館、公共交通機関（バス）での放

映、ネット広告

R4 映画館、公共交通機関（バス）での放

映、ネット広告

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○

医療保険課 長谷部 4890

糖尿病重症化予防

事業支援アドバイ

ザー派遣事業

H30～現在

市町村の糖尿病重症化予防事業に係る支援

アドバイザーを派遣し、市町村の取組を支

援する。

二次保健医療圏単位で連携会議を開催し、

医師会等との地域連携を支援する。

H30：５市町にアドバイザー派遣

R1：２町にアドバイザー派遣

R2：湘南西部二次保健医療圏にて連携会議

を実施（５市町）

R3：湘南西部二次保健医療圏にて連携会議

を実施（５市町）

小田原地域にて連携会議を実施（４市町）

R4：県西二次保健医療圏にて連携会議を実

施（２市８町）

1.よくできた ○ ○ ◎ ○

医療保険課 長谷部 4890
神奈川糖尿病未病

改善モデル事業
R2～R4

当該年度に特定健診・医療機関未受診者の

内過去４年間で糖尿病基準に該当する又は

糖尿病レセプトがある者を抽出し、市町村

において受診勧奨等の取組を進めるモデル

事業。R5からは、糖尿病治療中断者・未

治療者受診勧奨進事業として実施。

R2：12市町参加　対象者リストの作成・提

供　参加市町村の一部で取組開始

R3：19市町参加　対象者リストの作成・提

供　全参加市町村で取組

R4：20市町参加　対象者リストの作成・提

供　全参加市町村で取組、報告会

1.よくできた ○ ◎

衛生研究所

企画情報部

企画調整課

金子

0467-83-

4400

(内2102)

出前講座他 通年
県民から申込があった際、衛生研究所の職

員が講師となり出前講座を行う。

健康に関する出前講座の実績

実施回数・3回

参加人数・延べ422名

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○

衛生研究所

企画情報部

衛生情報課

木村

0467-83-

4400

(内2104)

衛研ニュース

5月、7月、9月、

11月、1月、3月発

行

定期刊行物「衛研ニュース」を発行し、感

染症、食品、医薬品、生活環境および放射

能等についての解説や、神奈川県衛生研究

所の業務の紹介を行う。

6回発行し、ホームページへの掲載のほ

か、県内関係課・保健所や図書館等へ送付

（約500部×6回）した。

1.よくできた ○

衛生研究所

企画情報部

衛生情報課

木村

0467-83-

4400

(内2104)

公開セミナー
令和4年2月27日～

3月26日

毎日の健康や暮らしの安全に向けて日頃か

ら取り組んでいる検査や調査研究について

県民に分かりやすく説明するとともに、衛

生研究所の業務内容を理解していただくた

めに開催する。

期間限定でホームページ掲載の形式で開催

総アクセス数：1,362件
1.よくできた ○

衛生研究所

企画情報部

衛生情報課

木村

0467-83-

4400

(内2104)

公衆衛生専門技術

研修
令和4年9月14日

公衆衛生に関わる分野で行政及び調査・研

究等を担当している職員に対し、その分野

の専門家による最新の情報と討論の場を提

供し、新しい知識、技術情報の修得を行う

目的で開催する。

ハイブリッド形式で開催

参加者数

web27名、対面22名

1.よくできた ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

オーラルフレイル

健口推進員育成研

修（オーラルフレ

イル健口推進員養

成事業）

12月

2月

主に、口腔機能の維持向上を目的とした、

健口体操を普及していくための基礎知識及

び技術の習得のための講義と実習。

2回開催

育成研修参加者（延べ）5人
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

児童養護施設にお

ける人材育成事業
通年

（１）児童養護施設職員による入所児童に

対する歯科保健に関する助言・指導（会

議・研修会での助言含む）

（２）児に対する歯科健康教育

（１）施設職員に対する支援

8回、25人

（２）入所児に対する専門的指導

2回、11人

1.よくできた ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

食生活改善推進員

に対する研修

7月

9月

10月

食改善推進団体からの依頼により、オーラ

ルフレイルや歯周病、歯間清掃等のセルフ

ケアに関する講話を行った。

3回、60人 1.よくできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

障害児者等歯科保

健事業
6月

たんぽぽ教室（葉山町が開催している、就

学前の乳幼児を対象とした療育支援教室）

における研修会

対象：保護者及び支援者等

参加者数：5人
1.よくできた ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

歯なまる歯科相談

(重度う蝕ハイリス

ク幼児予防対策事

業)

通年

歯科検診

歯科保健指導

フッ化物塗布

＊フッ化物塗布のみ有料

（必要に応じて、保健指導・栄養指導につ

なぐ）

対象：3歳児未満の乳幼児

受診児（延べ数）

：37回、79人

1.よくできた ◎

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

歯っぴぃスマイル

相談等(障害児者等

歯科保健事業　個

別・集団指導)

通年

口に関する相談

食べ方・飲み方相談

定期歯科検診

フッ化物塗布

＊フッ化物塗布のみ有料

対象：心身に障害や慢性疾患などがある児

者

受診者（延べ数）

：26回、58人

1.よくできた ○ ○ ○

4



COPD

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 54 55 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53

が
ん
の7

5

歳
未
満
の
年
齢
調
整

死
亡
率
の
減
少

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上

脳
血
管
疾
患
・
虚
血
性
心
疾
患

の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
減
少

高
血
圧
の
改
善

脂
質
異
常
症
の
減
少

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に
お

け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良
者
の

割
合
の
減
少

糖
尿
病
有
病
者
の
増
加
の
抑
制

糖
尿
病
治
療
継
続
者
の
割
合
の

増
加

合
併
症(

糖
尿
病
性
腎
症
に
よ

る
年
間
新
規
透
析
導
入
患
者

数)

の
減
少

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患(

C
O
P
D

）

の
認
知
度
の
向
上

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
の
向
上

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
該
当
者
及
び
予
備
群
の
減
少

自
殺
者
数
の
減
少

気
分
障
害
（
躁
う
つ
病
を
含

む
）
の
患
者
数
の
減
少

朝
食
を
欠
食
す
る
小
学
５
年
生

の
割
合
の
減
少

子
ど
も
の
週
３
回
以
上
の
・
ス

ポ
ー
ツ
実
施
率
の
増
加

・
ス
ポ
ー
ツ
非
実
施
率
の
減
少

全
出
生
数
中
の
低
出
生
体
重
児

の
割
合
の
減
少

小
学5

年
生
の
肥
満
傾
向
の
割

合
の
減
少

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

増
加
の
縮
小

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
を
認
知
し

て
い
る2

0

歳
以
上
の
県
民
の
割

合
の
増
加

低
栄
養
傾
向
の
高
齢
者
の
増
加

の
抑
制

「
未
病
改
善
」
の
取
組
を
行
っ

て
い
る
人
の
割
合
の
増
加

未
病
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
の

増
加

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
活

動
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る

県
民
の
割
合
の
増
加

健
康
づ
く
り
事
業
等
に
お
い

て
、
健
康
格
差
へ
の
対
策
を

図
っ
て
い
る
市
町
村
の
増
加

適
正
体
重
を
維
持
し
て
い
る
者

の
割
合
の
増
加

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
合
わ

せ
た
食
事
が1

日2

回
以
上
の
日

が
ほ
ぼ
毎
日
の
者
の
割
合
の
増

加 食
塩
１
日
摂
取
量
が
８
ｇ
未
満

の
者
の
割
合
の
増
加

野
菜
１
日
摂
取
量
が3

5
0

ｇ
以

上
の
者
の
割
合
の
増
加

果
物
１
日
摂
取
量
が1

0
0

ｇ
未

満
の
者
の
割
合
の
減
少

朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一
緒

に
食
べ
る
共
食
の
回
数
の
増
加

栄
養
成
分
（
４
項
目
）
を
表
示

を
し
て
い
る
特
定
給
食
施
設
の

割
合
の
増
加

成
人
の
日
常
生
活
に
お
け
る
歩

数
の
増
加

成
人
の
運
動
習
慣
者
（
１
回3

0

分
、
週
２
回
以
上
の
運
動
を
１

年
以
上
継
続
し
て
い
る
者
）
の

割
合
の
増
加

目
覚
め
た
時
に
疲
労
感
が
残
る

者
の
割
合
の
減
少

週
労
働
時
間6

0

時
間
以
上
の
就

業
者
の
割
合
の
減
少
（
年
間

2
0
0

日
以
上
の
就
業
）

生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
量
を
飲
酒
し
て
い
る
者
（
成

人
１
日
当
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
　
男
性4

0

ｇ
以
上
、

未
成
年
者
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
飲
酒
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

成
人
の
喫
煙
率
の
減
少

未
成
年
者
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

妊
娠
中
の
喫
煙
を
な
く
す

（0

％
に
す
る
）

公
共
的
施
設
で
受
動
喫
煙
を
経

験
し
た
人
の
割
合
の
減
少

6
0

歳
代
に
お
け
る
咀
嚼
満
足
者

の
割
合
の
増
加

8
0

歳(
7
5

～8
4

歳
）
で2

0

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者
の

割
合
の
増
加

6
0

歳
（5

5

～6
4

歳
）
で2

4

本
以

上
の
自
分
の
歯
を
有
す
る
者
の

割
合
の
増
加

4
0

歳
（3

5

～4
4

歳
）
で
喪
失
歯

の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

2
0

歳
代
に
お
け
る
歯
肉
に
異
常

所
見
の
な
い
者
の
割
合
の
増
加

4
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た
歯

周
病
を
有
す
る
者
の
割
合
の
減

少

6
0

歳
代
に
お
け
る
進
行
し
た
歯

周
病
を
有
す
る
者
の
割
合
の
減

少 ３
歳
児
で
む
し
歯
が
な
い
者
の

割
合
が8

0

％
以
上
で
あ
る
市
町

村
の
増
加

1
2

歳
児
の
１
人
平
均
む
し
歯
数

が1
.
0

本
未
満
で
あ
る
圏
域
の

増
加

過
去1

年
間
に
歯
科
検
診
を
受

診
し
た
者
の
割
合
の
増
加

身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

妊婦さんの歯ぐき

検診(歯周病予防対

策事業)

通年 歯周病検診と歯みがき指導

対象：妊婦

受診者

：14回、22人

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
林田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

歯間清掃用具実技

指導（歯周病予防

対策事業）

通年
イベントや他事業参加者に対して、歯間清

掃用具の実技指導

参加者（延べ数）

：19回、70人
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
植田・荒井

TEL

0467(24)

3900

生活保護受給者に

対する健康管理支

援

8月

10月

12月

生活保護受給者が、健康保持、増進に努

め、自らの生活を意欲的に送ることが出来

るよう、所内専門職による保健指導を実

施。また「ふくしのたより」を作成し健康

に関する情報を提供。

葉山町の生活保護世帯に送付。

116世帯

・8月号熱中症

・10月号歯科

・12月号栄養

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
植田・荒井

TEL

0467(24)

3900

 内線232

鎌倉女子大学

みどり祭
11月

会場にて女性の保健相談等事業、歯科保健

事業、栄養・食生活対策事業、薬物乱用防

止啓発事業等について普及啓発を実施し

た。

・パネル展示・解説、リーフレット配付

・体験（乳房自己視触診、歯間部清掃、健

口体操等）を通した啓発

・クイズ・スタンプラリーの実施と景品の

配布

乳がん触診体験:約113名

歯科に関する相談：4件

当所各課のリーフレット配布数252部

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課

阿部、

久木田

TEL

0467(24)

3900

 内線244

がん検診普及啓発

のリーフレット配

布

通年

神奈川県労働衛生週間横須賀地区推進大

会、産業保健委員会、介護保険施設運営指

導時、食品衛生責任者講習会、食生活改善

推進団体の会合において、がん検診普及啓

発リーフレットを配布。

リーフレット配布数

190枚。 1.よくできた ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課

阿部、

久木田

TEL

0467(24)

3900

 内線244

地域企業における

がん検診受診促進

事業

通年

神奈川県労働衛生週間横須賀地区推進大会

において、がん体験者による講演(代読)を

実施。

参加人数：60人 1.よくできた ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
石田

TEL

0467(24)

3900

 内線245

妊娠・出産・不妊

等に関する知識の

普及

通年

中学校、高校、養護学校の生徒を対象に、

健康教育(思春期のからだとこころ、子宮

頸がん検診の情報提供等)を実施。

実施した学校数・生徒数

中学校：2校215人　高校：2校510人　養

護学校：1校130人

1.よくできた ○ ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
内田

TEL

0467(24)

3900

 内線244

思春期保健連絡会 H21～

子どもと関わる教育関係者や行政関係者が

知識や連携を深めるため行政・学校(小中

高)関係者向けの研修会を実施。R2.R3.R4

は、オンライン開催。

参加者数

R4:37名
1.よくできた ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
内田

TEL

0467(24)

3900

 内線244

生涯を通じた女性

の健康相談事業
通年

産婦人科医、臨床心理士による女性のため

の健康相談を実施。

相談者数

R4:14件(延16件)
1.よくできた ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
金子 鈴木

TEL

0467(24)

3900

 内線234

食生活改善推進員

スキルアップセミ

ナー

平成26年～現在に

至る

よりよい地域活動を行うことを目的に鎌倉

市、逗子市、葉山町食生活改善推進団体が

調理デモ、講義等の内容で実施。講義及び

助言指導を行う。

平成26年度から3支部合同で実施

30～45名程度の参加

コロナ禍においても人数を制限し実施

令和3年度　20人

令和4年度　20人

1.よくできた ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
金子 鈴木

TEL

0467(24)

3900

 内線234

食生活支援担当者

研修会
毎年実施

長期療養者への栄養支援のスキルの向上を

図ることを目的に、栄養・食生活対策を推

進する市町村及び関係機関・団体等の栄養

士等を対象にした研修

・病者支援

　H30:21人/1回

・高齢者支援

　H25:55人/2回    H26:52人/2回

    H27:26人/1回   R2:69人/1回

    R3:26人/1回     R4:28人/1回

・咀嚼・嚥下困難者支援

    H28:30人/2回、H29:59人/2回

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
金子 鈴木

TEL

0467(24)

3900

 内線235

地域食生活対策推

進協議会

毎年実施

Ｈ元年～
地域における栄養･食生活対策を検討する

検討テーマ

　(H25～H28)

    地域病者の栄養ケア体制づくり

　(H29～R元年)

    地域の災害時の食生活支援体制づくり

   (R2～R4 )

   地域高齢者の低栄養対策体制づくり

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
金子 鈴木

TEL

0467(24)

3900

 内線234

特定給食施設等講

習会
毎年実施

給食利用者の健康増進を図る事を目的に特

定給食施設等管理者、管理栄養士および調

理員等を対象とした講習会開催

・全体講習会

       H25:110人/1回   H26:154人/1回

       H27:215人/2回   H28:150人/1回

       H29:150人/1回   H30:146人/1回

       R1:123人/1回     R2:163人/1回

       R3:95人/1回       R4:95人/1回

・種別講習会

　　H25:8人/1回　　H26:16人/2回、

       H27:32人/2回　 H28:22人/1回、

       H29:25人/1回    H30:3人/1回、

　　R1:26人/1回      R3:65人/2回

       R4:57人/1回

1.よくできた ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健福祉課
金子 鈴木

TEL

0467(24)

3900

 内線235

栄養成分表示を活

用した健康づくり

の普及啓発

毎年実施

・食品事業者への適正表示に係る相談・講

習会による普及啓発

・消費者の適切な食品選択及び栄養表示等

の活用に関する相談、普及啓発

・食品事業者への相談会、講習会

　　表示講習会、食品衛生責任者講習会、

　　菓子組合等

   　 H27:100人/1回、H28:160人/1回

　　H30:130人/ 2回、R1:190人/ 3回

・消費者への情報提供・普及啓発

　　市町養成講座、ヘルスメイト、高校

　　生、給食施設、高齢者を対象に実施

　　H25:175人/5回  H26:45人

      H27:25人、H28:22人、H29:375人/8回

　　H30:598人/7回、R1:736人/5回

　　R2:136人/5回、R3:249人/9回

　　R4:151人/9回

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健予防課
小野

TEL

0467(24)

3900

 内線300

自殺対策講演会・

普及啓発グッズ配

布

H27～現在

住みよい地域づくりを進めるため、鎌倉

市、逗子市、葉山町と合同で、自殺対策講

演会の開催、普及啓発グッズの配布を行う

＜講演会＞年１回開催

H28：31人、H29：79人、H30：64人、

R1：85人、R2：43人、R3：55人参加、

R4：43人

＜普及啓発グッズ配布＞年１回、普及啓発

グッズ及び相談窓口一覧の配布等を行う。

H28：3000個、H29：2000個、H30：

3000個、R1：3000個、R2：3000個、

R3：1500個、R4：900個

2.だいたいできた ◎ ○ ○

5
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担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

鎌倉保健福祉事務所

保健予防課
岡田

TEL

0467(24)

3900

 内線300

精神保健福祉相談 通年 嘱託精神科医による相談や訪問を行う

H28：27回、面接59件、訪問８件。H29：

28回、面接33件、訪問９件。H30：20回、

面接33件、訪問６件。R1：31回、面接42

件、訪問６件。R2：26回、面接43件、訪

問２件。R3：22回、面接35件、訪問１

件。R4：20回、面接26件、訪問４件

2.だいたいできた ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

保健予防課
小野

TEL

0467(24)

3900

 内線300

アルコール教室 通年
嘱託精神科医による相談及び精神科医師と

酒害相談員によるグループワークを行う

H28：12回、延べ68人。H29：12回、延べ

65人。H30：12回、延べ71人。R1：11

回、延べ74人。R2：２回、延べ13人。

R3：５回、25人。R4：４回、20人

2.だいたいできた ○ ○ ○ ◎ ○

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

大久保・松

尾

0467-24-

3900（内

線225・

226）

受動喫煙防止対策

等促進事業
5月・11月

世界禁煙デー（5/31）・禁煙週間（5/31

～6/6）受動喫煙防止に関するチラシ・ポ

ケットティッシュ等を街頭等で配布し普及

啓発を実施。

11/21～11/27受動喫煙防止キャンペーン

時、講堂前を利用しポスター及び卒煙サ

ポートの掲示をおこないPR

※5月ポスター１種掲示。３～５枚掲示依

頼、周知用チラシ・ポケットテッシュ各

1000街頭配布（毎年）

※11月ポスター２種掲示、卒煙PR

【補足事項】

H29.6（ハックドラッグ鎌倉店前他２か

所）

H30.5～6（ハックドラッグ横須賀中央店前

他2か所）

R1.5～6（ホームセンターコーナン鎌倉大

船店他2か所）

R2～R4新型コロナウイルス感染症の影響

により街頭でのPRは中止。ポスターの掲示

及び掲示依頼（公共交通機関）のみ。

1.よくできた ◎ ◎ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

大久保・松

尾

0467-24-

3900（内

線225・

226）

高校生等への喫煙

防止教育
通年

県立高等学校及び保健福祉事務所管内の私

立を含む小・中・高等学校を対象に希望の

あった学校に対し保健福祉事務所等の医師

や保健師等が喫煙防止教育を実施。

「たばこってどうなの」等パンフレット配

布

【補足事項】

H29（小学生55名、中学生459名、高校生

239名）

H30（小学生41名、中学生152名、高校生

199名）

R1（小学生172名、中学生52名、高校生

318名）

R2（高校生328名）

R3（高校生317名）R4希望校なし

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

大久保・松

尾

0467-24-

3900（内

線225・

226）

受動喫煙防止対策

等促進事業
７月・11月

青少年健全育成街頭キャンペーンイベント

（神奈川県・鎌倉市共催）に参加し、たば

この害に関するチラシ等を配布し普及啓発

を実施。

啓発チラシ・ポケットティッシュ各200を

青少年の健全育成に関する配布物とともに

街頭にて配布

【補足事項】

R1年まで毎年２回（７月11月）

R2R3新型コロナウイルス感染症の影響に

よりイベント中止

R4は７月は中止、11月は例年よりも配布数

を制限して開催

1.よくできた ○ ◎ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

大久保・松

尾

0467-24-

3900（内

線225・

226）

受動喫煙防止対策

等促進事業
10月・11月

地域の薬物乱用防止キャンペーン、大学の

学園祭に参加し受動喫煙防止に関するチラ

シ・ポケットティッシュ等を配布し普及啓

発を実施。

薬物乱用防止イベント（10月）啓発チラ

シ・ポケットティッシュ各200をイベント

来場者に配布

地元女子大学祭（11月）啓発チラシ・ポ

ケットティッシュ250～300を来場者に配布

【大学祭補足事項】

R1年まで毎年開催

R2R3新型コロナウイルス感染症の影響に

より対面イベント中止

R4対面開催再開　啓発チラシ252配布

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

大久保・松

尾

0467-24-

3900（内

線225・

226）

受動喫煙防止対策

等促進事業
3月

フェリーターミナル乗船口や地域マーケッ

ト等において受動喫煙防止に関するパンフ

レットやポケットティッシュ等を配布し普

及啓発を実施。

啓発チラシ・ポケットティッシュ各250を

配布

【補足事項】

R29年まで毎年実施（３月）

1.よくできた ◎ ○ ○ ◎

鎌倉保健福祉事務所

企画調整課

熊谷・大久

保・松尾

0467-24-

3900（内

線222・

225・

226）

地域・職域連携推

進事業

受動喫煙防止対策

等促進事業

9月

職域機関（商工会）健診の待ち時間の場を

活用し、受動喫煙防止取組の普及啓発、未

病に関する広報活動、保健師による相談

ブースを設置し、働き盛り世代の健康づく

りを支援。

【補足説明】

がん検診普及啓発リーフレット、商工会会

員あて1250部配架

R2.9（４日間）117名

受動喫煙防止取組チラシの配架

R4.9（４日間）のべ参加人数450名

啓発チラシ・ポケットテッシュ246絆創膏

180ボールペン104、健康相談８件

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

清水
046-882-

6811
（内線）333

感染症
普及啓発

12月15日
～

２月９日

感染症に対する正しい知識及び
対応に関する講座

社会福祉施設等の職員や入居者　55人
（他：施設内放送聴講者）

1.よくできた ◎ ◎ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

清水
046-882-

6811
（内線）333

感染症
対策研修会

9月3日
管内の看護職組織と連携し、

感染管理認定看護師とともに開催。
社会福祉施設等の看護職・管理者等　37人 1.よくできた ◎ ◎ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

中込
046-882-

6811
（内線）330

こころサポート
講座

４月15日
９月２日
２月27日

関係機関及び大学生等を対象に
メンタルヘルスに関する講座を実施

4月15日　学生対象　参加者16人
9月2日 　 学生対象　参加者33人

2月27日　地域支援者等対象　参加者　14人
1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

長島
046-882-

6811
（内線）334

オーラルフレイル
健口推進員
養成事業

H23～現在

歯及び口腔の健康づくりに取り組む
オーラルフレイル健口推進員に対して、
地域で活動するための知識・技術を

向上させるため育成研修と活動支援を
実施する。

育成研修：R4　3回
実18名、延32名が受講

活動支援：R4　6回
1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

長島
046-882-

6811
（内線）334

重度う蝕
ハイリスク
幼児予防
対策事業

H7～現在

重度う蝕保有幼児の減少を目的に、
う蝕保有児やう蝕リスク保有児を対象に、

定期的な歯科検診・保健指導・予防処置を
実施する。

R4　受診37名　予防処置36名 1.よくできた ◎ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

長島
046-882-

6811
（内線）334

障害児者等
歯科保健

事業
S59～現在

障害を有する児のう蝕発生予防や口腔機能の
健全な発達を目的に、

定期的な歯科検診・保健指導・予防処置を
実施する。

R4　受診27名　予防処置22名 1.よくできた ◎ ○ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

長島
046-882-

6811
（内線）334

歯周病
予防対策

事業
S63～現在 成人に対する歯周病検診と口腔ケア指導

R4　妊婦さんの歯ぐきの検診
受診5名

成人歯科健診　受診235名
歯間清掃用具普及　個別指導53名

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

長島
046-882-

6811
（内線）334

歯科保健
普及啓発

事業
H20～現在

口腔の健康を保持増進するための
「健口かながわ５か条」の周知と実践のための

助言指導
R4　助言指導等　254件 1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

山田
046-882-

6811
（内線）341

喫煙防止・
受動喫煙防止

事業

H23～現在

管内学校関係者・市関係者・民間団体等を
委員としたたばこ対策検討会議を所内で行

い、
三浦市内小・中学校の児童生徒を対象に

夏休み期間中に
喫煙防止・受動喫煙防止ボスタ～原画を募

集し、
会議内の審査会にて特賞作品を選出した。
喫煙防止・受動喫煙防止普及啓発を図るた

め、
特賞作品はポスターとして印刷し、

関係機関や団体等に依頼し掲示した。

三浦市教育委員会を通して実施する
当コンクールは各校の教科課題として募集し、

市外からの反響も得ている。
近年夏休みの課題から外れたため

応募件数が低減した。
本取組みを今後も継続していくために、
応募数拡充の取組みが課題と言える。

1.よくできた ○ ◎ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

惣田
046-882-

6811
（内線）342

健康増進
事業

H27～
生活習慣病や未病改善について、

成人を対象に出前型の健康教育を実施。
R4

商工会議所等への健康教育を実施
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

惣田
046-882-

6811
（内線）342

地域禁煙
サポート
事業

H27～現在

当所での実習生（看護学生等）の
合同セミナーで、

喫煙・受動喫煙防止や生活習慣病予防を
目的とする健康教育を実施。

R4　30名
健康教育およびリーフレットの配布を実施。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

惣田
046-882-

6811
（内線）342

地域禁煙
サポート
事業

H29～
市内の放課後児童クラブの生徒を対象に、

喫煙・受動喫煙防止を
目的とする出前型の健康教育を実施。

新型コロナウィルス感染拡大
のための中止期間を経て、
来年度の再開にあたり、

放課後児童クラブへの周知を実施。

3.あまりできなかった ○ ◎ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

川﨑
046-882-

6811
（内線）344

母子保健
対策事業

（性と健康の
相談センター事業）

H27～現在

当所での実習生（看護学生等）の合同セミナー
で、

妊娠・出産・不妊や自身でライフプランを
考えてもらうことを目的とした健康教育を実施。

R4　30名
健康教育およびリーフレットの配布を実施。

1.よくできた ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

濱路
046-882-

6811
（内線）334

特定給食
施設等
指導

通年

特定給食施設等に対して、
利用者の身体状況及び栄養状態等を

踏まえた食事提供のための必要な
指導および助言を行う

全施設１回以上巡回により実地調査を行い、
施設の状況に応じた助言・指導を実施。

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

濱路
046-882-

6811
（内線）334

特定給食
施設等
講習会

７月、
12月～１月、

2月

特定給食施設等管理者、
管理栄養士および調理員等を

対象とした講習会

食生活支援担当者等研修会及び
食育推進研修を給食施設の担当者を

参加者として開催し、兼ねる。
1.よくできた ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

濱路
046-882-

6811
（内線）334

食生活支援
担当者等
研修会

２・３月
地域での食生活支援に携わる

医療、福祉、介護領域等の関係者に対して
必要な研修を行う。

①介護保険施設における
　管理栄養士の活動及び人材育成に
　関する講演をオンラインで実施した。
②通所事業所の栄養・食生活支援に

　関する実態調査を行い、
　その結果を踏まえた資料提供を行った。

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

濱路
046-882-

6811
（内線）334

食育推進研修
（地域保健活動

推進研修）

７月、
12～１月

食育推進に関する研修の実施

ビタミンの不足・欠乏に関する
テーマで講演をオンラインで実施した。

また、同録画映像を後日配信し、
研修当日の都合が悪い者の研修機会を

確保した。

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

鎌倉保健
福祉事務所
三崎センター

濱路
046-882-

6811
（内線）334

食生活改善
推進団体

三栄会の育成
通年

食生活を中心とした
健康づくり・生活習慣病予防に関する

地域活動を推進する
ボランティア団体の育成･支援

４、１月を除く毎月実施される
定例会（三栄会主催）にて、

各回の実習テーマに応じた講話を行った。
また、前月に実施する試作において、

調理実習に係る助言を行った。

1.よくできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所 平田

046-224-

1111

（内線

3269）

地域職域連携推進

事業

出前健康講座

小中規模事業所に出向き

生活習慣病対策の予防等について講座を実

施する

なし（コロナ禍により、集団支援は実施で

きず）
4.ほとんどできなかった ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

厚木保健福祉事務所 平田

046-224-

1111

（内線

3269）

地域職域連携推進

事業

健康づくり関連情

報の発信

R4.９月HP更新

地域･職域関係機関それぞれの取組み情報

を一元化し新たにホームページを立ち上げ

る。

働く人に耳よりな情報をホームページで発

信。定期健康診断、事後指導、がん検診な

どの情報を発信し、健診受診率・事後指導

実施率の向上を目指す。また、中小事業所

での健康づくりの取組みを紹介し、働く人

の健康づくりを支援する。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/iy8

/shougaikenkou/p1139908.html

厚木保健福祉事務所ホームページ内の「は

たく人に耳よりな情報」の情報を更新
2.だいたいできた ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所 平田

046-224-

1111

（内線

3269）

地域職域連携推進

事業

小中規模事業所向

け健康づくり対策

事例集の配布

小中規模事業所向け健康づくり対策事例集

を作成し、職域団体を通じて配布、研修会

等で配布する。

なし（コロナ禍により、地域職域連携推進

事業が実施できておらず、事例集の新たな

作成ができていない）

3.あまりできなかった ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所 平田

046-224-

1111

（内線

3269）

出前未病コーナー

・チラシの配架（がん検診、地域職域、未

病）

・骨密度測定、血管年齢等

・ミニ健康教育

（血管モデル、脂肪モデルを用いて）

・肺活量測定、肩こりチェック等

なし（コロナ禍のため、商工会議所等での

健康診断の機会が制限され、未実施）
4.ほとんどできなかった ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所 渡邉

046-224-

1111

（3267）

禁煙推進サポート

事業

令和４年10月22・

23日

学校等からのニーズに応じ、喫煙防止、受

動喫煙防止、禁煙推進を目的に健康教育を

実施する。

県立厚木北高校生徒による文化祭でのたば

この害に関する展示・発表への支援(当日参

加者95名）

＜内容＞

・肺年齢測定器（ハイチェッカー）による

肺の測定年齢

・たばこクイズ

・ポスター等の展示

1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

重度う蝕ハイリス

ク幼児予防対策事

業

通年

重度う蝕につながるリスク要因を保有して

いる幼児を対象に、口腔内診査、歯科保健

指導、フッ化物局所応用によるう蝕予防処

置等を継続的に行い、必要に応じて総合的

な保健指導・育児支援の実施。

開設回数：44回

受診者数：206名（延べ）

う蝕予防処置件数：195件

1.よくできた ◎ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

歯周病予防対策事

業
通年

歯周病予防に効果的なセルフケア対策とし

て、歯間部清掃用具の活用推進を図るた

め、県民を対象に歯間部清掃用具の正しい

使用方法等について、実技指導の実施。

実施回数：60回

指導人数：276名
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

歯科保健普及啓発

事業（歯の健康づ

くり事業）

通年

県民の行動目標「健口かながわ５か条」に

ついて、チラシ等を用いながら各市町村、

地域歯科医師会等関係団体と協力し健康づ

くりイベント等での周知。

普及者数：335名 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

フッ化物洗口普及

啓発事業
通年 家庭内フッ化物洗口の普及啓発の実施。

実施回数：12回

指導人数：15名
1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

オーラルフレイル

健口推進員養成事

業

通年

歯及び口腔の健康づくりに主体的に取り組

むオーラルフレイル健口（8020運動）推

進員の養成と活動支援を行う。

育成研修実施回数：5回

受講者数：108名

活動支援回数：3回

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

在宅療養者等訪問

口腔ケア推進事業
通年

在宅療養中の難病患者、認知症患者、障害

児者等を対象とし、口腔内診査、予防処

置、ブラッシング、保健指導等の口腔ケア

を継続的に実施することで、歯科疾患、全

身疾患の予防、ＱＯＬの向上を図る。

実施回数：18回

受診者数：18名

予防処置件数：４件

1.よくできた ○ ○

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

障害児者等歯科保

健事業
通年

障害児者を対象に、口腔内診査、歯科保健

指導、う蝕予防処置等の継続実施や、所内

専門職と連携し摂食嚥下指導の実施。

実施回数：71回

受診者数：137名

予防処置件数：79件

摂食関連指導：28件

1.よくできた ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所
芦垣・隈

井・内藤

０４６－２

２４－１１

１１（内３

２２２）

児童相談所・一時

保護所における歯

科健康教育等に係

る取組

通年
児童相談所一時保護所に入所している幼

児、児童等を対象に歯科健康教育を実施。

実施回数：16回

参加者数：乳幼児53名

　　　　　学齢期30名

1.よくできた ◎ ○

厚木保健福祉事務所

古川

中島

山原

046-224-

1111

特定給食等指導事

業（実地調査及び

指導）

～現在
特定給食施設等に対して、栄養管理につい

て必要な指導及び助言を行う。

・巡回、電話等により、特定給食施設等に

対して、栄養管理について必要な指導及び

助言を行った。（指導回数：199回）

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所

古川

中島

山原

046-224-

1111

特定給食等指導事

業（栄養管理講習

会等）

～現在
特定給食施設等における適切な栄養管理の

実施を確保するための講習会を開催する。

・オンライン開催、YouTube配信による講

習会を４回実施した。（148施設、258名参

加）

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所

古川

中島

山原

046-224-

1111

食生活改善団体あ

ゆみ会」の育成・

支援

～現在
食生活を通した健康づくりを推進するボラ

ンティア団体の育成･支援を行う。

・役員会支援及び育成研修等講師対応等を

行った。（３回、延96名）
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所

古川

中島

山原

046-224-

1111

若い世代への食生

活支援対策事業
平成23～現在

地域、職域、大学と連携し、若い世代に対

し生活習慣病予防のための食生活を中心と

した支援を行う。

企業や大学において、健康部門と給食部門

による一体化した健康づくりを進めるため

の支援を行う。

・管内大学の新入生を対象としたセミナー

において、栄養・食生活に関する講話を実

施した。（受講者：582名）

・これまでの取組内容を見直すとともに、

新たな取組について検討し、その評価指標

を得るため、管内５大学を対象とした食生

活に関する実態調査を実施した。

・所内ホームページにおいて、継続して栄

養･食生活情報を発信している。

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/iy

8/eiyou/p451849.html

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所

古川

中島

山原

046-224-

1111

高齢者の食生活支

援体制づくり事業
H30～現在

高齢者のフレイル予防を推進するため、関

係機関・団体等と連携し、課題解決に向け

協議する。

・フレイルやその予防のための食事につい

て更なる情報提供を行うため、地域で高齢

者支援に携わる者が活用するための媒体を

作成した。

・取組開始から５年目となることから、地

域の65歳以上の高齢者等及び地域食生活対

策推進協議会実務担当者委員を対象にアン

ケート調査を実施し、「高齢者のフレイル

及びフレイル予防の食事に関する認知度、

食生活に関すること」「高齢者の食生活支

援体制整備に関すること」について事業評

価を行った。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所 丸山
(046)224-

1111

生涯を通じた女性

の保健相談等事業

ハッピーライフ支

援事業

H26～R4.5

思春期から更年期に至る女性がその健康状

態に応じ的確に自己管理が行うことができ

るように健康教育を実施し、また気軽に相

談することのできる体制を確立し、生涯を

通じた女性の健康の保持増進を図る。

・４月当所にて４５人専門学生に対して健

康教育

・６月21日大学生593人に対して大学にて

健康教育

・９月管内高等学校に対して健康教育

・年間相談数：12件

1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所 平野
(046)224-

1111

地域企業における

がん検診受診促進

事業

H23～現在

「神奈川県がん対策推進計画」をふまえ、

地域企画に対して勤労者のがん受診促進の

普及啓発を実施する。がん検診受診率の向

上を目指し、市町村のがん検診チラシを作

成し、がん・疾病対策課作成リーフレット

と併せて地域の企業や事業所等に配布す

る。

新型コロナウイルス感染拡大により、例年

参加していた労働安全衛生協会主催イベン

トの中止や、所内における事業実施方法の

変更等により、対面での普及啓発の機会は

限られた。

1.よくできた ○ ○

厚木保健福祉事務所 櫻澤
(046)224-

1111
清川村健康まつり 令和元年度～現在

清川村健康まつりに参加し、スモーカライ

ザーによる呼気中一酸化炭素測定や廃

チェッカーによる肺年齢測定を行うこと

で、喫煙及び受動喫煙の健康への影響を伝

える。

新型コロナウイルス感染症拡大防止で令和

２～４年度にかけて実施できなかった。
3.あまりできなかった ◎ ○

小田原保健福祉事務所

企画調整課
鴨脚

0465-32-

8000

(内3222）

県西職域出前講

座

11月15日

R5年1月20日

県西地域にある中小事業所の事業主、従業

員とその家族を対象の出前講話

H27：100人＋38人

Ｒ3：30人

R４：おてつだいしますあなたの健康づく

り（③禁煙）10人、自殺対策ゲートキー

パー養成講座20人

保健福祉課と保健予防課と共催

1.よくできた ◎ ◎ ◎

8
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

小田原保健福祉事務所

保健福祉課

令和４年

度髙橋

(令和５

年度

森)

0465-32-

8000

(内3237)

がん健診受診促

進事業

①４月21日

②９月11日

③６月～R５

年２月

④７月～R５

年２月

がん検診受診の必要性の理解と、受

診につながるよう、市イベントや当

所主催の事業でリーフレットを配布

し、PRを行った。

①大学生等へのがん検診普及啓発

　(合同オリエンテーション参加者40人)

②小田原市イベント

　(小田原市スポーツ＆レクリエーションフェス

　ティバル参加者50人)

③食品衛生講習会等参加事業所への配布(250部)

④介護保険事業所実地指導訪問時にリーフレット

　配布（54部）

2.だいたいできた ○ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
神﨑

0465-32-

8000

(内3236)

思春期保健事業 ｰ

講座開催等、集団への指導を実施

し、健康的で豊かな人間性と社会性

をもった性意識、行動を身につける

よう指導を行う

〇講演会

対象：小中学校・短大・大学・養護学校学生、支援する職

員等

内容：性、思春期の体の変化、命の大切さ、妊娠体験等

令和４年度：新型コロナウイルス感染症業務に係る人員及

び

　　　　　　時間確保を優先するため本事業を中止とし

た。

4.ほとんどできなかった ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課

令和４年

度髙橋

(令和５

年度

森)

0465-32-

8000

(内3237)

受動喫煙防止対

策等促進事業

(禁煙サポート)

①11月15日

②令和５年

３月13日

未成年の喫煙防止、受動喫煙防止、

健康増進を目的に健康教育を実施す

る。

※管理企画課と共同で実施

①職域への禁煙教育（禁煙サポート講座)

　対象(参加者)：真鶴町役場職員　（10人）

②未成年の喫煙防止教育（たばこの害について）

　対象(参加者)：小田原東高校生１、２年生（375人）

2.だいたいできた ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
神﨑

0465-32-

8000

(内3236)

女子力全開ハッ

ピーライフ支援

事業

ｰ

妊娠、出産、不妊等女性の健康につ

いての情報提供と、自身のライフプ

ランについて考える講座の実施

〇講座

対象：高校生、専門学校生等

内容：生涯にわたる女性の健康とライフプラン

　　　について

令和４年度：県立高校(定時制)１校より出前講座の

　　　　　　依頼があったが、新型コロナウイルス

　　　　　　感染症業務に係る人員及び時間確保を

　　　　　　優先するため本事業の依頼について対応

　　　　　　を未実施とした。

4.ほとんどできなかった ○ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

3238）

フッ化物洗口普

及啓発事業 通年

う蝕予防のためのフッ化物洗口の体

験を通した普及啓発

住民　H25:325人、H26:161人、H27:97

人、H28:3人、H29:2人、H30:86人、

R1:93人、R2:－、R3:－、R4:－

※R2～R4は新型コロナウイルス感染症の

影響によりイベントは中止し、普及啓発の

み。

4.ほとんどできなかった ○ ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

縁3238）

歯の健康づくり

事業
通年

全身の健康づくりを踏まえた歯周病

予防のための歯間清掃用具の使用方

法を指導

住民　H25:358人、H26:858人、H27:317

名、H28:152人、H29:285人、H30:120

人、R1:245人、R2:－、R3:－、R4:－

※R2～R4は新型コロナウイルス感染症の

影響によりイベントは中止し、普及啓発の

み。

4.ほとんどできなかった ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

3238）

歯の健康づくり

事業
通年 健口かながわ５か条の普及

住民　H27:2,400人、H28:768人、H29：

1,208人、H30:750人、R1:1246人、

R2:163人、R3:94人、R4:138人

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

3238）

オーラルフレイ

ル健口推進員

（8020運動推進

員）養成事業

11月25日、

12月５日

歯及び口腔の健康づくりを推進する

オーラルフレイル健口推進員（8020

運動推進員）の育成を実施

オーラルフレイル健口推進員（8020運動推

進員）　H25:56人、H26:50人、H27:26

人、H28:25人、H29:22人、H30:22人、

R1:8人、R2:－、R3:－人、R4:14人

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

3238）

障害児者等歯科

保健事業
通年

障害児者、慢性疾患児等を対象に、

歯科検診・相談・予防処置及び摂食

嚥下機能発達支援を実施

障害児等　H25: 94人、  H26: 93人、 H27:

82人 、 H28：65人、H29:97人、H30:116

人、R1:114人、R2:102人、R3:109人、

R4:91人

1.よくできた ○ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
浦上

0465-32-

8000（内

3238）

重度う蝕ハイリ

スク幼児予防対

策事業

通年

重度う蝕につながるリスク要因を保

有する幼児を対象に、歯科検診・予

防処置・歯科保健指導等を実施

幼児　H25:222人、H26:321人、H27:222

人、H28:281人、H29:347人、H30：397

人、R1:363人、R2:316人、R3:394人、

R4:397人

1.よくできた ◎ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3238）

特定給食施設指

導事業

特定給食施設等

講習会（全体）

①9月27日～

10月7日

②11月21日～

12月9日

③R5年２月1

日～２月21日

特定給食施設における栄養・食生

活、および食品衛生管理等に関する

講習会

R４コロナ感染拡大防止のため（栄養・食

生活のみ）動画配信　３回①116名②140名

③94名

R３コロナ感染拡大防止のため（栄養・食

生活のみ）動画配信　2回①116名②84名

R2コロナ感染拡大防止のため（栄養・食生

活のみ）書面開催　全体講習会　198名

R元　全体講習会　167名

R30　全体講習会　173名

R29　全体講習会　159名

H28　全体講習会　161名

H27　全体講習会　176名

H26　全体講習会　165名

H25　全体講習会　165名

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

特定給食施設指

導事業

特定給食施設等

講習会（種別）

種別として実施なし

特定給食施設における栄養・食生活

について、種別ごとの課題に関する

講習会

R4　動画配信のため種別に限定せず、全体

講習会として実施

R3　事業所講習会　WEB会議と動画配信

　　　24名

R2　コロナ感染拡大防止のため実施なし

R元　児童福祉施設等講習会　38名

H30　病院・介護施設等講習会　27名

H29　児童福祉施設講習会　46名

H28　事業所講習会　11名

H27　児童福祉施設等講習会　29名

　　　事業所講習会　17名

H26　事業所講習会2回①6名②9名

　　　介護、社会福祉施設等講習会22名

　　　児童福祉施設等講習会　35名

　　　介護、社会福祉施設等講習会25名

H25　事業所講習会　35名

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

食生活支援担当

者研修会
11月21日～12月9日

地域での食生活支援に携わる医療・

福祉・介護領域等の関係者に対して

行われる研修会

R4　コロナ感染拡大防止のため動画配信

　　　４名

　　（特定給食施設等講習会（全体）と同

時開催）

R3　コロナ感染拡大防止のため実施なし

R2　（特定給食講習会・地域保健活動推進

　　　研修兼ねて実施　）

R元　35名

H30　36名

H29　27名

H28　38名

H27　42名

H26　30名

H25　29名

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

地域保健活動推

進研修会(食育研

修）

①9月27日～

10月７日

②R5年２月1

日～２月21日

関係機関・団体等の栄養士等が食育

をさらに推進する為のスキルアップ

を目的とした研修会

食育を支援する市・町、関係団体等

の栄養士等に対して実施

R4コロナ感染拡大防止のため動画配信　2

回①４名②１名

R3　コロナ感染拡大防止のため

　　WEB会議と動画配信  7名

R2   コロナ感染拡大防止のため

      書面開催   14名

R元　22名

H30　36名

H29　56名

H28　27名

H27　30名

H26　63名

H25　74名

1.よくできた ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

専門的栄養指

導・食生活支援

事業

通年

歯科と連携した個別療育相談におい

て、離乳期・幼児期におけるバラン

スの良い食事について指導

R4   47名

R3   60名

R2　63名

R元　83名

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

栄養表示の適正

化指導及び活用

推進事業

通年
食品表示法の栄養成分表示の適正実

施について事業者への個別指導、研

修会等実施

R4   個別指導　27件

R3   個別指導　33件

R2　個別指導　50件
1.よくできた ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

小田原保健福祉事務所

保健福祉課
市川

0465-32-

8000（内

3236）

地域食生活対策

推進協議会

①12月９日

③R５年２月

1日

委員　学術、医師会、栄養士会、市

町関係機関

R3年度から循環器疾患対策をテーマ

に、食事の傾向に関する調査実施、

結果活用した事業媒体の作成等検討

を行う

WEB会議等

R４　①部会出席　５名

　　　②協議会出席（WEB会議）　８名

R３　部会出席　6名　（WEB会議）

　　　協議会出席（WEB会議）　7名
1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

保健予防課
岩崎

0465-32-

8000（内

3247）

人

材

育

成

1月20日

地域自殺対策人材養成事業

　ゲートキーパー養成研修（出前講

座）

R4　管内自治体職員　20名 1.よくできた ◎ ○

小田原保健福祉事務所

保健予防課
岩崎

0465-32-

8000（内

3247）

そ

の

他

随時
嘱託医、専門職員による精神保健福

祉相談

1市3町在住、在勤者
1.よくできた ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

中塚

0463-82-

1428

職域と連携した生

活習慣業予防対策

講習会

R4.4
労務安全衛生協会平塚支部における会員事

業所の新入社員に対する食教育

・講話１時間を実施

・出席者31人
1.よくできた ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

山田

0463-82-

1428

食生活支援担当者

研修会

①R4.9

②R4.11~R5.1

③R5.3

地域の食生活支援担当者に対する研修会

・管内地域の担当者に対し、オンライン

（zoomやYouTube）にて、ナッジを活用

した健康支援、フレイル予防等のテーマで

講演を実施した。

・各参加者　①４人　②８人　③８人

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

山田

0463-82-

1428

特定給食施設等

講習会

①R4.6

②R4.9

③R4.11~R5.1

④R5.３

⑤R5.3

給食施設担当者への栄養管理に関する講習

会

・管内給食施設の栄養士等に対し、オンラ

イン（zoomやYouTube）にて、ナッジを

活用した健康支援、フレイル予防等のテー

マで講演等を実施した。

・各参加者　①10人　②54人　③27人

　④19人　⑤10人

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

中塚

0463-82-

1428
食育推進研修 R4.7 地域の食育担当者に対する研修会

・管内地域の食育担当者に対し、オンライ

ン（YouTube）にて、SDGs、持続可能な

食育をテーマに講演・意見交換を実施し

た。

・参加者　102人

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

山田

0463-82-

1428

食生活改善推進団

体研修会等

①R4.6

②R4.7

③R4.9

④R4.12

食生活に関わるボランティア団体に対する

研修会等

・管内で活動する食生活改善推進団体定例

会２回、リーダー研修会、新人育成研修会

を実施した。

・各参加者

　①52人　②７人　③24人　④57人

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

中塚

0463-82-

1428
やまぶきの会 R4.５

糖尿病患者の治療中断を防止し、重症化と

合併症を予防するため、地域で組織された

グループへの支援。

・減塩や栄養成分表示の活用を促す資料を

配付。

・講習会は、感染症対策のため、中止。

2.だいたいできた ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

大貫・澤野

0463-82-

1428

「健口かながわ５

か条」の普及
R4.4月～R5.3月

県民自らが取り組む行動目標として掲げた

「健口かながわ５か条」の普及を行い、口

腔機能の維持向上をはじめとした、県民の

主体的な歯及び口腔の健康づくりを推進す

る。

普及人数118人 2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

大貫・澤野

0463-82-

1428

重度う蝕ハイリス

ク幼児予防対策事

業

R4.4月～R5.3月

重度う蝕幼児の減少を図ることを目的に、

重度う蝕につながるリスク要因を保有して

いる幼児に対し、歯科検診、歯科保健指

導、フッ化物を応用した予防等を行う。

実施回数29回　　受診児数　延189人 1.よくできた ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

大貫・澤野

0463-82-

1428

フッ化物洗口普及

啓発事業
R4.6月

永久歯が萌出する幼児のう蝕予防対策とし

て効果的なフッ化物洗口を普及させるた

め、フッ化物洗口の情報普及を図る。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止
4.ほとんどできなかった ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

大貫・澤野

0463-82-

1428

歯間部清掃用具の

活用推進
R4.4月～R5.3月

歯周病予防に効果的なセルフケア対策とし

て、歯間清掃用具の活用推進を図るため、

県民を対象に歯間部清掃用具の正しい使用

方法等について、実技指導を行う。

実施回数16回　　指導人数　63人 2.だいたいできた ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

大貫・澤野

0463-82-

1428

オーラルフレイル

健口推進員養成事

業

R4.4月～R5.3月

歯及び口腔の健康づくりに主体的に取り組

むオーラルフレイル健口（8020運動）推

進員の育成と活動支援を行う。

育成研修

　実施回数7回　受講者29人
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

佐藤

0463-82-

1428

禁煙サポート推進

事業
随時

がんをはじめとする生活習慣病対策を推進

するため、その大きな要因といわれている

喫煙率の低下を目指し、地域における禁煙

教育等を実施。

教育（禁煙希望者・職域・学校・行政職員

を対象）

依頼があれば実施予定だったが、依頼なく

実施していない
4.ほとんどできなかった ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

佐藤

0463-82-

1428

禁煙サポート推進

事業
R4.5.31～R4.6.6

禁煙週間イベント（毎年５月31日～６月6

日の禁煙週間に、世界禁煙デースローガン

掲示やリーフレット配布等を実施）

法周知用チラシ40部、世代別リーフ20部設

置

法周知用チラシ10部、世代別リーフ5部配

布

2.だいたいできた ◎ ◎ ◎ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

がん検診普及啓発

セミナー事業
R4.10.16 普及啓発キャンペーン

秦野市のイベントに参加。がん検診普及啓

発リーフレット、がんクイズ、ノベルティ

など300部を配布

2.だいたいできた ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

がん検診普及啓発

セミナー事業
通年 がん検診普及啓発セミナー事業

新型コロナウイルス感染拡大防止のため事

業実施なし
4.ほとんどできなかった ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

がん検診普及啓発

セミナー事業→健

康増進事業評価

R4.7.10
関係機関との連絡調整（管内２市の健康増

進事業ヒアリング、担当者連絡会）

秦野市、伊勢原市と健康増進事業ヒアリン

グを行った。

事業名をがん検診普及啓発セミナー事業か

ら健康増進事業評価へ変更。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

地域企業における

がん検診受診促進

事業

通年

啓発用媒体の作成・配布

３市２町(平塚保健福祉事務所・秦野セン

ター管内)の協力を得て、各市町の検査項

目・対象者・実施方法・連絡先等について

まとめ、啓発の際配布した。

秦野市、伊勢原市のがん検診啓発用媒体を

普及啓発キャンペーン、介護保険事業所運

営指導時にて配布した。

1.よくできた ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

地域企業における

がん検診受診促進

事業→地域・職域

連携推進事業

H25～H29

労務安全衛生協会平塚支部・労働衛生週間

推進大会にて普及啓発(平塚保健福祉事務

所と合同で実施)全国労働衛生週間平塚支

部推進大会

H30年以降、定期的な開催はしておらず、

希望があれば対応するが、5年間実施な

し。事業名を地域・職域連携推進事業に変

更して継続。

4.ほとんどできなかった ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

地域企業における

がん検診受診促進

事業

R4.7.28～R4.11.15

介護保険事業所実地指導時にがん検診実施

状況調査と個別面接による啓発(管理者等

に事業所におけるがん検診の実施状況を聞

きながら、受診勧奨を行い、管理者用・従

業員用のリーフレット配布)

介護保険事業所実地指導時にがん検診受診

勧奨を行い、管理者用従業員用のリーフ

レットを配布した。6事業所200部。

2.だいたいできた ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

保健福祉課

奥田

0463-82-

1428

地域企業における

がん検診受診促進

事業→地域・職域

連携推進事業

H29

教育活動：市及び職域保険(神奈川労務安

全衛生協会平塚支部地区会)との連携によ

り講話・講演会を実施。

H30年以降、定期的な開催はしておらず、

希望があれば対応するが、がん検診受診促

進事業としては5年間実施なし。事業名を

地域・職域連携推進事業に変更して継続。

4.ほとんどできなかった ○ ◎

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

管理企画課

森岡

0463-82-

1428

地域・職域連携推

進事業

①R4.7.11

②R4.7.22

教育活動：市及び職域保険(神奈川労務安

全衛生協会平塚支部地区会)との連携によ

り講話・講演会を実施。

講話「あなたの会社を元気にする、大人の

食育」

・企業で食育を行うメリット

・各企業での食育実践例、おすすめの食育

内容

①＋②　42名参加

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

管理企画課

森岡

0463-82-

1428

地域・職域連携推

進事業

①R4.5.11

②R4.7.13

③R4.9.14

④R4.11.9

⑤R5.2.8

地域保健および職域保健関係者同士が顔の

見える関係を構築し、地域・職域連携によ

る働く人々の健康保持・増進を推進するた

め、勉強会を実施。

①働く人のメンタルヘルス　19名

②健康経営　　　　　　　　22名

③高齢者対策①安全面　　　18名

④若年性認知症の理解　　　23名

⑤安全・衛生活動報告会　　34名

2.だいたいできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所秦野セ

ンター

管理企画課

森岡

0463-82-

1428

地域・職域連携推

進事業
未実施

労務安全衛生協会平塚支部・労働衛生週間

推進大会にて普及啓発(平塚保健福祉事務

所と合同で実施)

新型コロナウイルス感染症対策対応のため

実施できず。
4.ほとんどできなかった ○ ◎

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
有泉

0465-83-

5111

内線417

受動喫煙防止条例

に係る戸別訪問
H22～現在

神奈川県受動喫煙防止条例に基づく、禁煙

表示の確認及び条例の周知を実施した。

戸別訪問数

【令和元年度】91件

【令和２年度】288件

【令和３年度】415件

【令和4年度】　　件

2.だいたいできた ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
岩本

0465-83-

5111

内線414

学生実習合同オリ

エンテーションで

の受動喫煙防止・

禁煙教育

4月

9月

学生合同オリエンテーションにて、喫煙に

よる健康被害の説明及び啓発グッズの配布

をした。

実施回数・参加数

【令和２年度】１回　合計　34人

　　（前期は書面送付のため計上なし）

【令和３年度】２回　合計　72人

【令和４年度】２回　合計　87人

2.だいたいできた ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
岩本

0465-83-

5111

内線414

地域・職域連携推

進会議
R4年4月～R5年3月

働き盛りの世代を主な対象として、地域保

健と職域保健が連携（以下「地域・職域連

携」という。）し、健康課題に対する効果

的な対策等を推進するために、県域に二次

保健医療圏を単位とした協議会を設置・運

営し、県民の健康づくりの着実な推進を図

る。

毎年、推進会議は年１回　部会は2回。

4年前より、2つの重点項目を設定して、委

員となっている関係機関に進捗状況を確認

してもらい、充実に向けて工夫している。

・喫煙率の低下

・大腸がん検診受診率の向上

2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
岡部

0465-83-

5111

内線467

生涯を通じた女性

の健康相談事業
6月~2月 女性外来担当医師による相談

【令和元年度】５人

【令和２年度】7人

【令和３年度】7人

【令和4年度】　7　件

2.だいたいできた ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
百武

0465-83-

5111

内線465

がん検診受診促進

事業

令和２年度

令和３年度
がん検診普及、受動喫煙防止パネル展

【令和２年度】

立ち寄り者：92人

【令和３年度】

立ち寄り者：281人

【令和4年度】

立ち寄り者:23人

2.だいたいできた ◎ ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター

三橋

栗原

0465-83-

5111

内線466

特定給食等指導事

業
H25～現在

特定給食施設等に対して、栄養管理の実施

に対して必要な指導、助言及び監督を行う

とともに、利用者や職員等の健康に関する

知識の普及や健康・栄養教育等の支援を

行った。

H25～R元年までは、各施設にほぼ年1回以

上の個別指導を実施。R2年からはコロナ対

策の一環で、実地での指導を控え、状況に

より実施した。

集団指導は、ニーズに応じたテーマを設定

し実施。R元年よりコロナ対策のため、集

合型の講習会は控えて、オンライン研修や

動画配信という形で講習会を実施した。

実績：【令和４年度】189人

R3　173人　R2　198人　R元　142人

1.よくできた ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

小田原保健福祉事務所足柄

上センター

三橋

栗原

0465-83-

5111

内線466

食生活支援担当者

等研修
H25～現在

広域的又は専門的な知識及び技術を必要と

する栄養指導や、疾病者や要介護者に対す

る病態に応じたQOLの向上のための栄養

指導や講習会並びに食生活を支援する管内

地域の関係者への研修会を行った。

災害時の食生活支援、高齢者の低栄養予

防、食事摂取基準などをテーマに集合形式

の講習会、令和2年からはオンラインによ

る講習会を実施した。

実績：【令和4年度】　4人

R3　13人　R2　12人　R元　70人

1.よくできた ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所足柄

上センター

三橋

栗原

0465-83-

5111

内線466

地域保健活動推進

研修(食育研修）
H25～現在

地域において、食育及び栄養・食生活対策

を推進する関係者を対象に研修等を実施し

た。

「主食、主菜、副菜をそろえた食事」、

「離乳食」、「好き嫌い（偏食）」、「子

どもを取り巻く食の現状」、「働く世代の

食事」などをテーマに集合形式の講習会、

令和2年からはオンラインによる講習会を

実施した。

実績：【令和4年度】　　人　R3　13人

R2　13人　R元　24人

1.よくできた ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

小田原保健福祉事務所

足柄上センター

三橋

栗原

0465-83-

5111

内線466

食生活改善推進団

体リーダー研修会
H25～現在

食生活に関わるボランティア団体のリー

ダーに対する研修会　及び市町の食生活推

進員養成講座への支援

食生活改善推進団体(いくみ会及び県食連）

の育成、並びに市町主催の食生活改善推進

真養成講座への支援を実施した。

実績：【令和4年度】延べ88人

R3　延べ79人　R2　延べ31人　R元　延

べ480人

1.よくできた ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター

三橋

栗原

0465-83-

5111

内線466

栄養表示等活用推

進事業
H25～現在

適正な食品情報の提供及び提供された情報

の活用をめざして、指導や普及啓発を行っ

た。

H25～H30年は食品製造・販売等関連業者

に対する集団講習会を実施したが、栄養表

示が全面的に実施後は主に事業者に対する

個別の相談・指導及び消費者への栄養表示

の活用推進を実施した。

1.よくできた ◎

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
小瀧

0465-83-

5111

内線462

オーラルフレイル

健口推進員（８０

２０運動推進員）

養成事業（研修

会）

平成23年度～現在

※令和2・3年度は

中止

管内市町村及び関係機関・団体等と連携し

てオーラルフレイル健口推進員が口腔機能

向上の普及啓発活動等、円滑に自主活動を

実施できるよう、育成のための研修を行

う。（令和２・３年度は感染症対策のため

集合研修を中止）

当所管内オーラルフレイル健口（8020運

動）推進員の育成及び活動支援。

【H25～現在までの域養成実績（足柄上地

域）】

H25：31人、H26：50人、H27：18人、

H28：14人、H29： 3人、H30： 0人、R

１：26人　【令和4年度】　６人

※R2、R３は新型コロナウイルス感染症の

影響により研修を中止。

【その他】

R2：推進員を対象としたアンケート実施。

　　「8020だより」の作成、送付。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
小瀧

0465-83-

5111

内線462

歯の健康づくり事

業
平成27年度～現在

全ての世代に共通し、県民自らが取り組む

行動目標として掲げた「健口かながわ５か

条」の普及を行い、口腔機能の維持向上を

はじめとした、県民の主体的な歯及び口腔

の健康づくりを推進する。

【H27～現在までの実績】

H27：409人、H28：387人、H29：351

人、H30：248人、R１：251人、R2：324

人、R3：157人【令和4年度】571人

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
岩本

0465-83-

5111

内線414

県西出前講座 10月
管内小学校より依頼の健康教育

6年生「メディアと睡眠」
96人 1.よくできた ○ ◎

小田原保健福祉事務所

足柄上センター
岩本

0465-83-

5111

内線414

コグニサイズ ３月 オーラルフレイル推進員研修会 30人 1.よくできた ◎ ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
高橋

046-261-

2948
精神保健福祉相談 通年

地域住民を対象に精神科嘱託医による精神

保健福祉相談を実施

ホームページ・チラシ等で日程を周知の

上、事前予約制で実施。

年間31件の相談を受け、嘱託医による見立

て及び助言を行った。

1.よくできた ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
高橋

046-261-

2948

自殺対策関連会議

の実施及び出席
令和4年10月19日

令和5年2月3日

適宜

・自殺未遂者支援検討会の実施

・自殺対策検討会の実施

・ケース会議の実施

・管内自治体主催会議等への出席

自殺対策関連検討会・ケース会議の開催の

ほか、管内自治体の自殺対策庁内連絡会や

連絡会部会、包括相談会、こころの健康講

座など関係会議への出席・情報提供など適

宜協力した。

2.だいたいできた ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
高橋

046-261-

2948

人材育成(自殺対

策）
通年

関係機関から要請に応じ、ゲートキーパー

養成研修に対応した

管内のゲートキーパー養成研修等に協力

（講師派遣等）
2.だいたいできた ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
高橋

046-261-

2948

普及啓発（自殺対

策）
通年

庁内での関連ポスター・リーフレット等の

配架

相談支援事業所、地域包括支援センターな

どにいのちの電話事業案内、相談先案内チ

ラシ等を配布

・自殺予防週間、月間に合わせた関連ポス

ターの掲示

・庁内で自死遺族の会案内リーフレット等

を配架

2.だいたいできた ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
加藤

046-261-

2948

重度う蝕ハイリス

ク幼児予防対策事

業

通年

歯科検診

歯科保健指導

予防処置

開設回数   72回

受診者数　293人

H25:209名、H26:180名、H27:125名、

H28:138名、H29:142名、H30:172名、

R1:196名、R2:87名、R3:183名

1.よくできた ◎ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
加藤

046-261-

2948

障害児者等歯科保

健事業
通年

定期歯科検診

歯科保健指導

食べ方相談

予防処置

開設回数 35回

受診者数 50人

H25:106名、H26:66名、H27:69名、

H28:67名、H29:21名、H30:11名、R1:20

名、R2:13名、R3:33名

1.よくできた ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
加藤

046-261-

2948

歯の健康づくり事

業
通年 健口かながわ５か条の普及

実施回数　　 29回

啓発人数　　212人

H27:625名、H28:496名、H29:548名、

H30:340名、R1:1,156名、R2:137名、

R3:106名

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
加藤

046-261-

2948

オーラルフレイル

健口推進員養成事

業

7月、12月、R6.3

月

歯及び口腔の健康づくりを推進するため、

オーラルフレイル健口推進員の育成を行

う。

7月：9人、12月：17人、R5.3月：15人、

普及啓発用リーフレットの送付82名

H25:178名、H26:165名、H27:123名、

H28:72名、H29:46名、H30:38名、R1:87

名、R2:書面による研修３回　226名、R3:

活動支援として会員向けリーフレット、普

及啓発用リーフレットの送付　２回（84

名、77名）、普及啓発用資料のウェブ掲載

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948
なごみ会定例会 6月　9月

食生活改善推進団体なごみ会の定例会に

て、｢かながわ健康プラン21(第2次)｣を地

域で推進するための研修会

会員　平成28年度　275人

　　　平成29年度　236人

　　　平成30年度　200人

　　　令和元年度　120人

　　　令和2年度　 154人

　　　令和3年度　 286人

　　　令和4年度　  58人

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948

給食施設全体講習

会、種別講習会 9月　2月

給食施設における適切な栄養管理の実施を

確保するための集団指導、利用者や職員な

どに対する健康・栄養教育等の実施を推進

するための講習会及び施設間の情報交換や

必要な研修等

特定及び小規模特定給食施設

平成28年度　205人

平成29年度　297人

平成30年度　250人

令和元年度　250人

令和2年度　　中止

令和3年度　183施設

令和4年度　 46施設

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948

食生活支援担当者

研修
9月

長期療養者に対して疾病重症化や合併症の

進行防止のための講習会や個別の指導等を

行うと共に、食生活を支援する担当者等へ

の研修会

食生活支援担当者

平成28年度　83人

平成29年度　24人

平成30年度　30人

令和元年度　22人

令和2年度　中止

令和3年度　中止

令和4年度　18人

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948

地域保健活動推進

研修
10月

地域において、食育及び栄養・食生活対策

を推進する市町村及び関係機関・団体等の

栄養士等を対象にした研修会

管理栄養士等

平成28年度　24人

平成29年度　21人

平成30年度　30人

令和元年度　22人

令和2年度　 中止

令和3年度　 37人

令和4年度　 13人

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948

特定給食等指導事

業

(実地調査及び指

導)

通年
健康増進法に基づき、給食施設の実地調査

及び指導、助言を行う

特定・小規模給食施設

平成28年度　161施設

平成29年度　161施設

平成30年度　175施設

令和元年度　177施設

令和2年度　180施設

令和3年度　183施設

令和4年度　 60施設

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
栗原

046-261-

2948

栄養改善普及運動

（大人の食育キャ

ンペーン）

令和４年

８月～10月

「主食・主菜・副菜をそろえた食事」を

テーマに、健診で所見が多い事業所に対し

て、副菜料理に重点をおき、事業所と委託

給食会社と連携して野菜量を見直し、社員

の健康への意識向上に繋げた。

事業所従業員

平成29年度　16人

平成30年度　40人

令和元年度　684人

令和2年度　 4,707人

令和3年度　 6,799人

令和4年度　　 122人

1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
浅岡

046-261-

2948

思春期セミナー・

講演会、出前講座

令和4年12月

令和5年2月、3月

思春期における、生理、心理、社会の各方

面から、健康的で豊かな人間性と社会性を

もった性意識、行動を身につけられるよ

う、教育を行う。

講演会45名

出前講座

生徒(238名)、職員10名

生徒(167名)、職員12名

1.よくできた ○ ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
浅岡

046-261-

2948

地域企業における

がん検診受診促進

事業

令和4年9月～令和5

年3月

管内の食品衛生責任者、介護保険事業者に

がん検診受診促進リーフレットを配布し、

がんの理解・がん検診の受診促進を図る。

6事業所355部

 H25年度：957枚　H26年度：1274枚

H27年度：2078枚　H28年度：2044枚

H29年度：2007枚　H30年度：1413枚

H31年度/R1年度：1487枚　R2年度：30枚

R3年度：46枚

1.よくできた ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
浅岡

046-261-

2948

がん検診普及啓発

セミナー
通年

「神奈川県がん対策推進計画」を踏まえ、

市町村、保健福祉事務所、ＮＰＯ、関係団

体等が協働して、地域のニーズや実情に応

じた「がん検診普及啓発セミナー（以下

「セミナー」という。）」を実施し、がん

検診受診率の一層の向上を目指す。

窓口：３部

学生実習合同オリエンテーション：41部

歯科相談：33部

H25年度：イベント４回：175人/649枚、

高校生喫煙防止教室２校：660人、オリエ

ンテーション１回：39人　H26年度：５

回：258人/542枚　H27年度：　イベント

５回：250人/578枚　H28年度：イベント

４回：195人/340枚　H29年度：イベント

４回：156人　H30年度：イベント４回：

252人/33枚　H31年度/R１年度：イベント

５回：145人　R2年度：実施なし　R3年

度：実施なし

1.よくできた ○ ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
浅岡

046-261-

2948

女子力全開ハッ

ピーライフ支援事

業

令和4年4月

若い世代を対象に、自らの身体や妊娠出産

に関する正しい知識を得て、ライフプラン

を主体的に考え、自分の将来を選択できる

ようにすることを目的に、健康教育や普及

啓発を実施。

2回学生29名 1.よくできた ◎

厚木保健福祉事務所大和セ

ンター
大関

046-261-

2948

高校生等への喫煙

防止教育
令和4年10月

若年層の喫煙を防止するための喫煙防止教

育として、希望される県立の高等学校・中

等教育学校及び県保健福祉事務所管内の私

立の高等学校・中等教育学校に、医師や保

健師等を派遣して講演を行う事業

高校2年生　209名 1.よくできた ◎

平塚保健福祉事務所

企画調整課
伊藤

0463－32

－0130

働く人のメンタル

ヘルス研修会
令和5年3月

事業所の健康管理者を対象にメンタルヘル

スに関する研修を開催。

地域自殺対策研修会（働く人のメンタルヘ

ルス研修会と合同開催

日時：令和5年3月20日（月）14時00分か

ら16時00分

方法：来場およびZOOMによるオンライン

の同時開催

参加者数：39名

2.だいたいできた ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

企画調整課
伊藤

0463－32

－0130

神奈川労務安全衛

生協会平塚支部主

催地区会

令和4年7月

５、７、14、19、

20日

労務安全衛生協会の地区会の中で、テーマ

を決めて健康講話を実施。

R４年度のテーマは大人の食育、歯科保健

対策

内容：「あなたの会社を元気にする、おと

なの食育」

「職域における歯科保健対策」

参加者数：75 名

2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

保健予防課
本間

0463－32

－0130
こころの健康相談 通年

地域住民のこころの健康に関する相談に対

応し、必要に応じて専門的助言を嘱託医・

専門職員により、行う。

年間36回開催予定のうち、33回開催。面接

は64件、訪問4件実施した。
1.よくできた ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

保健予防課
本間

0463－32

－0130
精神保健家族教室 年間1回

統合失調症の患者の家族が、疾病の理解と

患者への対応や社会資源について学ぶ

10/21オンライン開催。統合失調症の理解

と当事者の立場から講義を行う。関係機関

職員の研修も兼ねて実施した。

参加者は家族4家族5名、関係機関は7機関9

名。

1.よくできた ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

保健予防課
内田

0463－32

－0130

認知症サポーター

養成講座

令和4年4月

令和4年5月

令和5年9月

認知症の本人・家族を支える応援者を養成

4/15、5/9看護学生の合同セミナーにて、

認知症について、関わり方等の講義。計59

名

5/9保健師学生実習にて認知症について、

地域における支援方法について講義。計2

名

2.だいたいできた ○

13
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

平塚保健福祉事務所

保健予防課
内田

0463－32

－0130
認知症普及啓発

令和4年9月

令和4年10月

令和5年２月

地域において、認知症の方が生き生きと暮

らし続けることができるよう、認知症の理

解を深めるため、公共施設等で普及啓発を

実施

・アルツハイマー月間に合わせたポスター

や関連冊子リーフレット、啓発物品の展示

掲示等実施

9/12～9/22　平塚合同庁舎

9/22～9/30　平塚保健福祉事務所

・10/30　神奈川大学大学祭「平塚祭」に

おけるパネルリーフレット、啓発物品の提

示

・2/14　ＦＭナパサラジオ放送「若年性認

知症について」

2.だいたいできた ○

平塚保健福祉事務所

保健予防課
広永

0463－32

－0130

ゲートキーパー養

成研修

令和4年4月

令和4年9月

令和5年3月

自殺予防対策としてゲートキーパーの養成

研修の実施。

学生セミナーにおいて看護学生を対象とし

て年２回実施。4/14：23名、9/1：37名。

3/15：二宮町民センターにて、町民および

職員向けに実施。町民12名、職員16名。

2.だいたいできた ◎ ◎ ○

平塚保健福祉事務所

保健予防課
広永

0463－32

－0130

地域自殺対策普及

啓発

令和4年9月

令和5年3月

平塚合同庁舎にてポスター掲示、リーフ

レット配架等、地域の自殺対策普及啓発を

実施。

自殺予防週間および自殺共架月間に合わせ

て、年2回実施した。

9月12日～22日(自殺予防週間）

3月1日～3月15日（自殺対策強化月間）

2.だいたいできた ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

保健予防課
広永

0463－32

－0130

地域自殺対策研修

会(働く人のメンタ

ルヘルス研修会)

令和5年３月
自殺予防対策を目的としたメンタルヘルス

研修会の実施。

3/20に来場およびオンラインの同時開催。

参加者：39名。（行政・病院関係：29名、

企業：10名）

テーマ：「職場のメンタルヘルスケア～ラ

インケアと管理職自身のセルフケア～」

講師：湘南静養堂産業医事務所　産業医

地域・職域連携推進事業と合同開催。

1.よくできた ◎ ◎

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
柏崎

0463－32

－0130

がん検診普及啓発

セミナー
通年

がん体験者による講演や、学祭等でのがん

検診普及啓発キャンペーン
R4：500名（がん検診普及啓発） 1.よくできた ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
柏崎

0463－32

－0130

がん検診普及啓発

事業
通年

地域企業等（食品衛生責任者、介護保険事

業所等）へのがん検診普及啓発活動
R4：185名 2.だいたいできた ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

重度う蝕ハイリス

ク幼児予防対策事

業

通年

重度う蝕幼児の減少を目的とし、管内市町

から紹介された重度う蝕ハイリスク幼児を

対象に、歯科検診・保健指導、薬物塗布等

を実施

令和４年度　44回実施した。

<内訳>

平塚保健福祉事務所での実施：26回

大磯町に出張しての開催：６回

二宮町に出張しての開催：12回

1.よくできた ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

歯周病予防対策事

業
通年

歯間清掃用具の普及啓発

令和4年度104名に普及啓発を実施。今年度

よりイベントでの実施が再開した。

＜内訳＞

・重度う蝕ハイリスク幼児事業・障害児者

等歯科保健事業の初診児保護者　27名

・地域でのイベント　61名

・他　16名

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

オーラルフレイル

健口推進員養成事

業

通年
オーラルフレイル健口推進員（8020運動

推進員）を対象とした育成研修と活動支援

・令和４年度研修会を９回（内１回オンラ

イン）開催し、117名参加した。

・活動支援としてニュースレターの発行、

推進員の地域活動への同行を2回実施し

た。

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

健康教育（高齢者

対象）
通年

地域のサロン等でのオーラルフレイルの普

及啓発活動と健康教育の実施

令和4年度　2回実施、47人参加。
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

健康教育（成人向

け）（地域・職域

連携推進事業）

７月

労務安全衛生協会平塚支部の地区会にて管

理者向けに、職域で実施する歯科保健に関

する講話を実施。

令和4年度　2回実施、37人参加。

今年度は、企画調整課が主担当の地域・職

域連携推進事業に職域で行う歯科保健の内

容での講話を実施した。

1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

健康教育（幼児・

児童・学生）
通年

平塚児童相談所の一時保護所における幼児

から18歳までの入所児への歯科保健教育

（歯科健診、歯磨き指導等）

９回 2.だいたいできた ○ ○ ◎ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

歯と口の健康週間

事業
6月

FM放送にて「8020運動」「よく噛むこ

と」「オーラルフレイル」について告知を

実施。

１回 1.よくできた ○ ○ ◎

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
古川

0463－32

－0130

歯科保健普及啓発

事業
通年 「かながわ健口5か条」の普及 827名に普及活動を実施した。 1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

神奈川労務安全衛

生協会平塚支部に

おける健康教育

４月

神奈川労務安全衛生協会平塚支部が主催す

る新入者安全衛生研修で食生活と健康につ

いてのグループワーク・講話を実施

３回実施　参加者95名 1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

神奈川労務安全衛

生協会平塚支部に

おける健康教育

７月

神奈川労務安全衛生協会平塚支部が主催す

る地区会で食生活と健康について講話を実

施

３回実施　参加者35名 1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

特定給食施設等種

別講習会
２月

特定給食施設等において、利用者の身体状

況及び栄養状態等を踏まえた食事の提供が

行われるよう講習会を実施

演題「食物アレルギーの食事と管理」

参加者　39名 1.よくできた ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

特定給食施設等種

別講習会兼食生活

支援担当者研修

11月

地域での食生活支援に関わる医療や福祉、

職域等の関係者に対する研修会を実施

演題「今、栄養指導の現場で何がおきてい

るのか－高齢者の低栄養とフレイル予防へ

の取り組み―」

参加者　63名 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

特定給食施設等講

習会兼食育推進研

修（地域保健活動

推進研修）事業

７月

地域で食育や食生活支援に関わる関係者に

対する研修会を実施

演題「SDGs、栄養士は、何ができる？持

続可能な食育・給食提供に向けて」

参加者　146名 1.よくできた ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

食生活改善推進団

体班長研修会
11月

食生活に関わるボランティア団体に対する

研修会を実施

演題「今知ってもらいたい！栄養とお口の

お話～フレイル予防へのギアチェンジ～」

参加者　33名 1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平塚保健福祉事務所

　保健福祉課
有村

0463－32

－0130

地域食生活対策推

進協議会
12月～３月

地域における栄養・食生活課題の解決を目

的に、課題抽出に必要な各種調査の実施

や、関係機関、団体、職域等と連携して地

域のよりよい食環境整備のための事業の企

画・立案・評価等を検討するための協議

会・部会を実施

テーマ「高齢者のフレイル・低栄養対策に

係る食環境整備」

協議会　１回　協議会委員10名

部会　２回　部会委員13名
1.よくできた ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雇用労政課 古川 5737
労働環境改善対策

事業
通年 働く人のメンタルヘルス相談の実施

相談件数

   令和４年度　92件
1.よくできた ○ ◎ ○ ○
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飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

高齢福祉課 岡本 4846

地域で実践！コグ

ニサイズを教える

研修会の実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成27年度～令和元年度

介護予防に従事する市町村職員や民間事業

者等を対象に研修を実施し、「コグニサイ

ズ」を実施する講師役を養成する。

2,435人の講師役を養成した。
1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 岡本 4846

介護予防教室等で

のコグニサイズの

実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成25年度～現在

各市町村、介護保険事業所、自主グループ

等が実施している介護予防教室や介護予防

講演会等で、「コグニサイズ」を追加し、

高齢者が体験する機会を設ける。

267,458名がコグニサイズに取り組んだ。 1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 岡本 4846

コグニサイズ講師

派遣及びコグニサ

イズ地域ミーティ

ング事業の実施

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成27年度～現在

コグニサイズの実施を希望する市町村や事

業者、また自主グループに対して講師派遣

を行うとともに、教える研修会修了者等を

対象に地域ミーティングを実施する。

32,404名を対象に講師派遣や地域ミーティ

ングを実施した。
1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 岡本 4846

コグニサイズ普及

冊子及びコグニサ

イズステップアッ

プ動画作成

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

開始年度不明～現在

コグニサイズを個人、自主グループに配布

する、わかりやすいコグニサイズ普及冊子

を作成する。また、コグニサイズのプログ

ラムの応用に役立てるための教材として、

ステップアップ動画を作成する。

（Ｒ４実績）

冊子を市町村等に9,200部配布した。

（Ｒ２実績）

冊子を市町村等に9,200部配布した。

（Ｒ１実績）

動画を作成し、県ホームページに掲載し

た。

1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 岡本 4846

県作成DVD「運動

で認知症予防！コ

グニサイズ＆コグ

ニライフ」の貸出

（事業名；介護・

認知症未病改善プ

ログラム事業）

平成28年度～現在

コグニサイズを個人、自主グループ、介護

予防教室などで気軽に取り組める内容の

DVDを貸し出す。
9,078名が貸し出したＤＶＤを視聴した。 1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 川内 4847

ゆめクラブ大学

（事業名；高齢者

社会参画・生きが

いづくり支援事

業）

H26~現在

地域が主体となって実施する健康体操な

ど、高齢者の「居場所」と「出番」を確保

する取組みを支援するため、市町村・老人

クラブとの連携、協働により、「ゆめクラ

ブ大学」を開催する。

（R４実績）

高齢者（738名）
2.だいたいできた ◎ ○ ○ ○ ○

高齢福祉課 溝口 4836 地域支援事業 通年

高齢者が要支援・要介護状態となることを

防止するともに、要支援・要介護状態と

なった場合においても、可能な限り地域に

おいて自立した生活を営むことができるよ

う支援することを目的とし、市町村が介護

予防教室等を実施する。

（県は、当該事業に要する経費の一部を負

担。）

直近実績額（県費）

・R2年度　当初予算額：5,375,934,000

　　　　　　　 実績額：4,884,953,491

・R3年度　当初予算額：5,562,148,000

                　　 実績額：5,103,571,217

2.だいたいできた ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

高齢福祉課 西代 4838
介護予防従事者研

修

H26~R２

（R1・R2はコロナ

禍で中止）

介護予防に従事する市町村職員や民間事業

者等を対象に、介護予防・健康づくりを実

践する「かながわ介護予防・健康づくり運

動指導員」等を養成する。

H26~R2で、２,３８８名養成。

令和３年度から「介護予防事業支援のため

の人材育成事業」に移行

2.だいたいできた ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 西代 4838

介護予防事業支援

のための人材育成

事業

R３~現在

高齢者の社会参加・支え合い体制づくりや

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

等の取組等、近年の市町村介護予防事業に

対応した人材を養成する。また令和元年度

まで県で養成・認定してきた「かながわ介

護予防・健康づくり運動指導員」のステッ

プアップ研修の機会としても位置付ける。

R3実績（ZOOM・オンデマンド配信）

初級編（専門職・ボランティア対象）48名

中級編（専門職対象）　55名

オンデマンド配信　95名

R4実績（ZOOM・オンデマンド配信）

初級編（専門職・ボランティア対象）78名

中級編（専門職対象）84名

オンデマンド配信　初級編155回　中級編

161回

1.よくできた ◎ ○ ○ ○

高齢福祉課 守屋 4837
市町村認知症本人

発信支援

Ｒ２～現在

（～Ｒ１：健増進

課にて実施）

県の「認知症本人大使」を市町村に派遣す

るなど、認知症未病改善の普及啓発を行

う。

Ｒ２：中止、Ｒ３：予算措置なし

Ｒ４実績

・認知症未病改善リーフレット20,000部増

刷し、県内市町村及び福祉事務所へ200部

ずつ配布

・県の認知症未病改善の取組との連携が可

能なイベント等に係るチラシ・リーフレッ

ト・啓発物品配布について、12市町村へ配

布

3.あまりできなかった ○ ◎

高齢福祉課 堀井 4849

ＶＲ体験を活用＾

した認知症未病改

善

Ｒ２～現在

（～Ｒ１：健増進

課にて実施）

高等学校と連携したＶＲ体験会を実施し、

学生の認知症未病改善の理解を深める。

Ｒ２：企業等を対象に実施する予定だった

が中止、

Ｒ３：予算措置なし

Ｒ４：県立高校６校、計142名に実施

1.よくできた ○ ◎

自然環境保全課 鈴木 4313
箱根地域

自然に親しむ運動
４～11月

箱根の自然・歴史などを紹介しながら歩く

ことにより、箱根の自然環境の魅力を感じ

ることを目的としたウォーキングイベント

を開催する。

H29：250人、H30：187人、R1：193人、

R3：31人、R4：70人

※R2は新型コロナウイルス感染症の影響で

中止。

1.よくできた ○ ◎

近代美術館 木村

046-875-

2800（代

表）

近代美術館事業 通年・随時

葉山館及び鎌倉別館において展覧会を開催

し、優れた近代美術を鑑賞する機会を提供

するとともに美術に関する調査研究を行

う。また、葉山及び鎌倉の会場を活用した

イベント等を発展させ、来館者の美術理解

の深まり、多様な現代的表現の紹介を目指

す普及啓発事業などを実施する。

・葉山館及び鎌倉別館にて展覧会を開催

し、優れた近代美術を鑑賞する機会を提供

した。（令和４年度入館者実績：101,144

名）

・来館者の美術理解の深まり、多様な現代

的表現の紹介を目的として、展覧会に関連

した普及啓発事業を実施した。（令和４年

度実績：47回、968名）

2.だいたいできた ○ ◎

歴史博物館 秋元

045-201-

0926

（代）

歴史博物館事業費 通年・随時

・神奈川の歴史と文化に関する常設展、特

別展等の展示事業を実施する。

・人文科学講座等の開催等の学習支援事業

や、「博物館だより」発行等の普及活動事

業を実施する。

http://ch.kanagawa-

museum.jp/index.html

令和４年度実績

常設展のほか特別展を３回、コレクション

展を３回実施。その他各種講演会、講座等

イベントを開催。いずれも新型コロナ感染

拡大防止のため、来館、参加人数に制限を

設け実施。

2.だいたいできた ○

生涯学習課

（生命の星・地球博物館）
齋木

0465-21-

1515

生命の星・地球博

物館事業費
通年・随時

基本テーマ「生命の星・地球」に関する常

設展示を行うとともに、常設展を補完し、

収集・研究活動の成果を反映した特別展を

開催する。また、博物館の特性を活かした

学習支援活動を実施する。

https://nh.kanagawa-museum.jp/

令和4年度実績

・入館者数　262,931人

・講座、観察会、研修等参加者数2,910人

・ボランティア活動人数　2,330人

2.だいたいできた ◎

青少年課 三浦 3850
青少年喫煙飲酒防

止条例周知啓発

チラシ6月

スイングPOP８月

青少年喫煙飲酒防止条例周知啓発チラシ、

スイングPOPを作成し関係業界団体を通

じてたばこ・酒販売店、ドラックストア各

店舗等に配布

チラシ作成26,000部、

スイングPOP47,350部作成
1.よくできた ◎ ◎
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

青少年課 戸塚 3849
青少年喫煙飲酒防

止条例周知啓発
7月、1月

青少年喫煙飲酒防止条例周知啓発クリア

ファイル作成の上、各種イベント時に配布
クリアファイル作成9,660部 1.よくできた ◎ ◎

青少年課 戸塚 3849
青少年喫煙飲酒防

止条例周知啓発
随時

たばこ、酒販売店へ立入調査を実施し必要

な改善指導を行う
立入件数136店 1.よくできた ◎ ◎

青少年課 大貫 3851

青少年を取り巻く

問題と保護者の意

識に関するウェブ

調査

2月

青少年喫煙飲酒防止条例等への保護者の認

識度等について把握するため、ウェブ調査

を実施する

県内在住で18歳未満の子を有する保護者

2,000名を対象に調査を実施した
1.よくできた ◎ ◎

地域政策課 渡邉 3263

me-byoエクスプラ

ザ運営及び未病普

及啓発事業

H30～現在

県西地域を「未病の戦略的エリア」として

アピールする拠点施設「未病バレー『ビオ

トピア』」において体験型施設を運営し、

未病改善の実践を促進する。

○me-byoエクスプラザの来場者数

H30～R4：約45万人

○ビオトピアを含む県西地域で実施したセ

ミナーや体験講座（R4）

・筋肉は裏切らない～女性が自宅や職場で

出来る筋トレ紹介～：17人

・合気道から学ぶ　ストレスに負けない心

のしずめかた～合気道で「健康なからだ」

「健康な精神」を育む～：11人

・良いとこ取りダンス　楽しくステップ・

素早くステップ入門～楽しくステップアッ

プテンポでパワフルを！～：12人

・骨密度測定＆生活習慣改善教室　骨から

元気にちょこっと貯骨：57人

・相模湾の風と光にいやされながら未病改

善さんぽ！！：10人

・スーパーフード「酒粕」と「日本酒」を

学ぶ＆未病改善散歩に挑戦：22人

・県西地域の食文化、ウォーキング文化発

2.だいたいできた ◎ ○

地域政策課 渡邉 3263

県西地域における

未病改善レッスン

事業

R3～現在

県西地域において、未病改善のライフスタ

イルを定着させるため、県西地域の資源を

活用しながら未病改善を実践する取組の普

及を促す。

「食」「運動」「癒し」の各分野におい

て、未病改善の実践に取り組む体験プログ

ラムを作成し、動画の制作・発信を行うと

ともに、未病バレー「ビオトピア」や県西

地域の未病センターで対面講座を「ME-

BYO体験フェス」という名称にて３回に分

けて実施した。

・参加者数

１回目：R4.11.5　　於：ビオトピア　71

人

２回目：R4.11.27　 於：西湘スポーツセン

ター（小田原市）　88人

３回目：R5.1.28　　於：開成町民セン

ター・あしがり郷瀬戸屋敷　62人

13種類、26講座

2.だいたいできた ◎

都市公園課 吉野 9-71-444
初めて！ヨガ教室

（葉山公園）
R5.3.16

青空の下、海を眺めゆっくり流れる雲と海

風を感じながら、心身ともに健やかな状態

へ導くヨガ教室

・イベント参加者数　10人 1.よくできた ◎

都市公園課 佐藤 9-71-447
ラジオ体操（観音

崎公園）

年末年始を除く毎

日（雨天中止）

8時30分頃開始

公園に隣接した住民と公園職員が合同でラ

ジオ体操を実施し、健康増進及び交流を図

る。

一日平均約20人と公園職員5～6人で、実施

した。
1.よくできた ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

都市公園課 伊藤
045-805-

0223

グラウンド・ゴル

フ教室

令和4年

5月20日

(金)

10月18日

(火)

初心者向けのグラウンド・ゴルフ教室

【広報】

館内掲示、HP、SNS、地元広報誌掲載

【参加者】

5月 9名、10月 15名

1.よくできた ○

都市公園課 伊藤
045-805-

0223

パークヨガin

境川遊水地公園

令和4年

11月12日

(土)

秋の青空の下、開放的な空間でヨガ体験が

できるヨガ教室。

【広報】

館内掲示、HP、SNS、地元広報誌掲載

【参加者】

26名

1.よくできた ○

都市公園課 伊藤
045-805-

0223

さわやかスポーツ

体験会in境川遊水

地公園

令和5年

3月19日

(日)

誰でも参加体験できるスポーツ体験イベン

ト。

【広報】

館内掲示、HP、SNS、地元広報誌掲載

【参加者】

154名

1.よくできた ○

都市公園課 日比野
0467-58-

1473

汐見台からだ元気

体操　(湘南汐見台

公園)

通年
高齢者の運動不足の解消や筋肉に維持向上

を目指す体操プログラム

頭を使いながら、体を動かす工夫がされ

た、各種の体操を、講師の先生と一緒に皆

で行った。

1.よくできた

都市公園課 日比野
0467-58-

1474

やさしいうんどう

教室(湘南汐見台公

園)

通年

毎月第3日曜

高齢者を対象に、介護予防を目的とした、

運動遊具を利用したやさしい運動教室

湘南汐見台公園設置の健康遊具を使用し

て、1時間講師の先生と一緒に皆で、運動

を行った。

1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1475

やさしいうんどう

教室（辻堂海浜公

園）

通年

毎月第3日曜

高齢者を対象に、介護予防を目的とした、

運動遊具を利用したやさしい運動教室

辻堂海浜公園設置の健康遊具を使用して、

1時間講師の先生と一緒に、皆で、運動を

行った。

1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1476
公園体操

通年

毎週水曜

（8月夏季休）

高齢者が対象の、介護予防を目的とした体

操

各種音楽にあわせて、地域包括支援セン

ターの職員と一緒に皆で体操。
1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1477

つじどう寝たきり

ゼロ体操室

通年

毎週月曜（月4回）

高齢者の運動不足の解消や筋肉に維持向上

を目指す体操プログラム

頭を使いながら、体を動かす工夫がされ

た、各種の体操を、講師の先生と一緒に皆

で行った。

1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1478

辻堂海浜公園

Parkrun

通年

毎週土曜

ウォーキング、または徒歩を楽しむ全世界

的なプログラム

５キロの距離を、ウォーキングまたは徒歩

で進み、タイムを記録する。
1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1479
リフレッシュヨガ

通年

毎月第2日曜

子ども～シニアを対象とした、古典ヨガの

プログラム
屋外で1時間先生と一緒に実践 1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1480
シニアヨガ

通年

毎月第2日曜
シニアを対象とした古典ヨガのプログラム 屋外で45分間先生と一緒に実践 1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1481
ママヨガ

通年

毎週金曜（月３

回）

未就学児の子育て中の母親を対象とした、

サークル形式のヨガのプログラム
屋外で1時間先生と一緒に実践 1.よくできた ◎ ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1482
ビーチヨガ教室 ４月～12月

ビーチヨガ講師による参加無料のヨガ教室

を実施

公園内掲示物、公園HP、SNSで広報を実

施。延べ135名が参加。
1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1483
クイズラリー ６月

園内各所にクイズを設置し園内を散策する

イベント

公園内掲示物、公園HP、SNSで広報を実

施。35名が参加。
1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1484

ビーチワークアウ

ト
11月

ワンコインで充実した健康ライフを！

湘南の海を眺めながら筋トレ＆有酸素運

動、ストレッチなどプロトレーナーが指導

するビーチワークアウト

公園内掲示物、公園HP、SNSで広報を実

施。14名が参加。
1.よくできた ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1485

ニュースポーツを

楽しもう！
11月

値域利用者のスポーツ需要に応えるため

ニュースポーツの体験会を実施

公園内掲示物、公園HP、SNSで広報を実

施。73名が参加。
1.よくできた ◎
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

都市公園課 日比野
0467-58-

1486

定例自然観察会

自然観察会

4/24,5,22,6/26,7/

24,9/25,10/23,11/

27.12/11,1/22,2/2

6,3/26

5/21,7/23,9/3,11/

12,2/4

毎回テーマを決めて、四季折々の動植物を

観察するために園内を巡る。

定例自然観察会:毎月

自然観察会：四半期毎

自然を体感し、心身ともにリフレッシュ

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1487
青空ヨガ教室

4月～3月

毎月第1木曜日

緑いっぱいの公園の木陰でヨガを行って心

身をリフレッシュする。

青空ヨガ教室

県重点施策「未病の改善」を支援する「茅

ケ崎里山公園　健康づくりプロジェクト」

の一つで、広く県民に参加を呼びかけ、健

康的に生き生きと暮らせる社会の実現に寄

与することを目的に実施

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1488

茅ケ崎里山公園倶

楽部
毎週㊌㊏

里山保全のボランティア活動として、雑木

林の整備や田畑の農耕作業を行う。

http://www.kanagawa-

park.or.jp/tigasakisatoyamaclub/

茅ケ崎里山公園倶楽部

里山のしくみやめぐみなど、市民が実際に

体験、継続的に活動

里山のしくみを理解して、将来の里山を保

全管理していく人材を育成

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

都市公園課 日比野
0467-58-

1489
ロコモフラ 毎月第4㊌

リフレッシュと介護予防を目的としたエク

ササイズﾌﾗﾀﾞﾝｽ

ロコモフラ

ハワイアンミュージックに癒されながら気

持ちよく体を動かして和気あいあいとﾌﾗﾀﾞ

ﾝｽを楽しむ

1.よくできた ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

都市公園課 中溝 9-83-4087
大磯城山公園

門スタンプラリー
11月

大磯城山公園の８か所の門を巡り、１時間

程歩きながら邸園文化を学べるスタンプラ

リー

・ポスター及びホームページにて告知

・11月25日（金）～27日（日）開催

・３日間完走者　86名

1.よくできた ○ ○ ○

都市公園課 中溝 9-83-4088 ラジオ体操 毎朝 毎朝、全職員によるラジオ体操の実施
年末年始の休館日（６日間）を除き、毎朝

実施
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課 中溝 9-83-4089
青空ストレッチ講

座
9月17日

青空の下、公園の緑の中で深呼吸しながら

ストレッチを行い、心身のバランスを整え

る。

応募者１２名参加 1.よくできた ○ ◎ ○

都市公園課 中溝 9-83-4090 野鳥観察会 2月18日

公園内の川辺、里山をゆっくりと散策しな

がら、聞こえてくる冬鳥のさえずりや羽音

に耳をすませ、目をこらして木の枝で羽を

休める姿を観察する。

応募者１８名参加 1.よくできた ○

都市公園課 後藤
046-281-

3646

南山ハイキング教

室

あいかわ公園から南山までの初心者ハイキ

ング

宮ヶ瀬ダムを山頂から見るハイキング体験

会と統合

雨のため中止

4.ほとんどできなかった ○

都市公園課 後藤
046-281-

3646
自然観察ガイド 通年

あいかわ公園内を巡り、自然の息吹を感じ

ながら、生き物の観察をします。

毎月、ホームページのイベント案内により

周知

年末年始を除く土・日・祝日に申し込みを

された家族に案内を実施した。

1.よくできた ◎ ○

都市公園課 後藤
046-281-

3646

マスクをしよう・

手をあらおう缶

バッジプレゼント

毎日

新型コロナウイルス対策の一環として「マ

スクをしよう」「手をあらおう」の缶バッ

ジを来園者に配布し予防啓発を行う

「マスクをしよう」「手をあらおう」の缶

バッジを計画通りパークセンター窓口で配

布（９３７個）した。

1.よくできた ○

都市公園課 後藤
046-281-

3646
アウトドア・ヨガ

あいかわ公園の風の丘で、自然の香りを嗅

ぎ、鳥の声を聴きながらのアウトドア・ヨ

ガ

事業実績なし 4.ほとんどできなかった 〇

都市公園課 後藤
046-281-

3646

宮ヶ瀬ダムを山頂

から見るハイキン

グ体験会

あいかわ公園周辺の自然にふれあうイベン

トとして地元山岳会との連携により実施
雨のため中止 4.ほとんどできなかった ○

都市公園課 後藤
046-281-

3646

スポーツチャンバ

ラ教室
10月16日 スポーツチャンバラを体験するイベント

公園のホームページで周知。10月16日、

11:00～14:00まで(12時から13時を除く)実

施

1.よくできた ○

都市公園課 重田
046-247-

9870

森林セラピー体験

ウォーク

毎月第２日曜日

（6,7,8,12,1,2月を

除く）

森林セラピー基地として認定された七沢森

林公園で森林の持つ[癒し効果」を体験で

きます。

経験豊かな指導者が親切に案内してくれま

す。

36人参加 2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課 重田
046-247-

9870

ノルディック

ウォーキング体験

毎月第３日曜日

（7,8月を除く）

ノルディックウォーキング用ポールを使っ

て園内散策。普通に歩くより運動量もエネ

ルギー消費量もも格段に違います。野鳥の

囀りを聞きながら爽快な汗をかくことがで

きます。

60人参加

9月は台風のため中止
2.だいたいできた ○ ○ ◎ ○ ○ ○

都市公園課 重田
046-247-

9870

健康測定器具の設

置
通年

血圧計、ボディチェッカー（ストレス・血

液循環・血管年齢・心拍数）を置き、公園

利用者に自由に使ってもらう。

1,590人利用 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453

ノルディック

ウォーキング体験

教室

Ｈ27、28、29、

30、R1、R2、

R3、R4

県立相模原公園

ノルディックウォーキング体験

１０回開催（内、中止３回）

合計５１人参加
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
アウトドアフィッ

トネス
R1、R2、R3、R4

県立相模原公園

公園における健康増進の取組の推進のた

め、公園の屋外でヨガやウォーキング等の

フィットネスを行う（５会場６回）

http://www.beachtown.co.jp/outdoorfi

tnesskanagawa/

開催なし 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453

ツリークライミン

グ・ハーフデー体

験会

Ｈ27、28、29、

30、R1、R4

県立相模原公園

ツリークライミング・ハーフデー体験会

（体験時間２時間）

２回開催

計19人参加
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課 真野 9-88-453
ツリー・クライミ

ング体験会

H27、28、29、

30、R1、R2、

R3、R4

県立相模原公園

ツリー・クライミングの体験会

４回開催

計141人参加
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

都市公園課 真野 9-88-453 公園であそぼう！

H27、28、29、

30、R1、R2、

R3、R4

県立相模原公園

親子であそぼう！レクリエーション
開催なし 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453 公園であそぼう！
Ｈ27、28、R1、

R4

県立相模原公園

ニュースポーツであそぼう

４回開催

計132人参加
2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453 公園であそぼう！ Ｈ27、28
県立相模原公園

ソング・フォークダンス
開催なし 3.あまりできなかった ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
春のネイチャー

ゲーム
R1、R4

県立相模原公園

公園内の春の訪れを目、鼻、耳、手、足な

どを使って体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

19人参加 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
夏のネイチャー

ゲーム
R1

県立相模原公園

昼と違った公園内を散策し自然の風や香り

虫たちの鳴き声など体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

開催なし 2.だいたいできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
秋のネイチャー

ゲーム
R1、R4

県立相模原公園

公園内の秋を目、鼻、耳、手、足などを

使って体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

36人参加 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
冬のネイチャー

ゲーム
R1、R4

県立相模原公園

公園内の秋を目、鼻、耳、手、足などを

使って体全体で感じよう。

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

28人参加 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

都市公園課 真野 9-88-453 自然観察会
H29、30、31、

R1、R2、R3、R4

県立相模原公園

園内を散策しながら、季節の植物や生き物

を観察する

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

10回開催

86人参加
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
サカタキッチンレ

シピ展示
R1、R2、R3、R4

県立相模原公園

サカタのタネおすすめのおいしい野菜を

使ったレシピのご紹介。

http://www.sagamihara.kanagawa-

park.or.jp/

２回開催（内、１回中止）

7/5～7/14　2,130人
1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453
健康測定器具の設

置
R1、R2、R3、R4

県立相模原公園

血圧計、体脂肪計を置き、公園利用者に自

由に使ってもらう。

設置 1.よくできた ◎ ○ ○ ○ ○

都市公園課 真野 9-88-453 ラジオ体操 R1、R2

県立相模原公園

毎朝、定時にラジオ体操を管理事務所前に

て放送し行う（8:40ころ）雨天中止

実施 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 増田 9-89-3261
芝生いきいきヨガ

教室

令和4年4月29日

（金・祝）

春秋の青空の下、サッカー場の天然芝の上

で誰でもが健康ヨガを体験でき、芝生の心

地よさも体感してもらえるヨガ教室です。

参加人数　18人 1.よくできた ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 増田 9-89-3261

ラグビーフェス

ティバル（初めて

のラグビー親子体

験会）

令和4年5月5日(木

祝)

ラグビー未経験の幼児・小学生に対しラグ

ビー体験会を体感し普及活動を行う。
参加人数　90人 1.よくできた ◎ ○

都市公園課 増田 9-89-3261 トスベースボール
令和4年7月16日

(土)

地域交流を目的として、子供から大人まで

一緒に参加できるトスベースボール大会を

開催する。

雨天中止 ４.ほとんどできなかった ○ ○ ◎

都市公園課 増田 9-89-3261
ラグビーＷ杯レガ

シーフェスタ

令和4年10月10日

（月祝）

県下ラグビースクールの幼児から小学2年

生までを対象にタグラグビーの交流試合を

行う。また、高校及びシニアの交流試合を

行いラグビーの普及活動を行う。

参加人数　1000人 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

都市公園課 増田 9-89-3261
芝生ふれあいサッ

カー教室

令和4年11月3日

（木・祝）・令和5

年3月21日（火・

祝）

サッカー大好きの幼児や小学生、中学生と

保護者等、子供から大人まで天然芝のピッ

チを体験できるサッカー教室です。

参加者数

11月３日　88人

３月21日　92人

1.よくできた ◎ ○

都市公園課 増田 9-89-3261
神奈川県トスベー

スボール大会

令和4年11月5日

(土)

地域交流を目的として、小学校1年から4

年生まで一緒に参加できるトスベースボー

ル大会を開催する。

参加者数　700人 1.よくできた ◎ ○

都市公園課 増田 9-89-3261
ほどがやわくわく

プレイパーク

令和4年6月12日

（日）・9月11日

（日）・12月11日

（日）

近隣の子供たちの健康促進を目的として、

公園内の地形と自然環境を生かしたあそび

場を提供する。春には桜や新緑、秋には紅

葉といった四季の移ろいを感じられるのも

わんぱくパークならではの醍醐味です。

参加者数

６月12日　30人

９月11日　30人

12月11日　30人

1.よくできた ◎ ◎ ○ ○

都市公園課 増田 9-89-3261

第31回かるがも

ファミリーマラソ

ン

令和5年2月19日

(日)

保土ケ谷区にけるスポーツ振興及び参加者

相互の交流を図ることを目的に、主にファ

ミリーでの参加を対象としたマラソン大会

を開催した。

参加人数　1500人 1.よくできた ◎ ○ ○

都市公園課 増田 9-89-3261 園内の植物の観察 通年
毎回テーマを決めて、四季折々の植物を観

察するために園内を巡る。
計51回開催　延べ846人参加 １．よくできた ○

都市公園課 若狭 9-74-215 スタンプめぐり 4～7月、9,10,3月

県立東高根森林公園

自然観察をしながら園内のスタンプを集め

る

4～7月、9,10,3月の土日祝日に実施 1.よくできた ○ ○

都市公園課 若狭 9-74-215 パークヨガ 10月

県立東高根森林公園

芝生広場を会場とした「芝生でヨガ」を実

施する

R4.10.21 : 参加人数11人 1.よくできた ○

都市公園課 若狭 9-74-215

ノルディック

ウォーキング体験

会

1月、3月

県立東高根森林公園

来園者の健康増進の強化を目指し、広場や

周辺園路を活用してノルディックウォーキ

ング教室を実施する

R5.1.18 : 参加人数10人

R5.3.15：参加人数18人
1.よくできた ○ ○

農業技術センター 益田
0463-58-

0333
普及事業活動費 R4

薬膳料理に使用できる葉ニンニク及びニン

ニクの栽培について導入普及を図る。

病害の総合防除マニュアルを作成して巡回

や講習会により技術指導を行った。
2.だいたいできた ○

農地課 保谷 4476

かながわ（旧中高

年）ホームファー

マー体験研修

通年

県が荒廃農地を活用して農園を開設し、企

業などを退職して時間に余裕のある中高年

者などに広い面積の農地を貸し出すととも

に栽培研修も行い、農地の保全を図る。

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/n8

f/homefarmer/

・参加者数

H25 : 68名、H26 : 58名、H27 : 56名、

H28 : 56名、H29 : 49名、H30 : 48名、

H31 : 45名、R2 : 33名、R3 : 36名、R4 :

31名

1.よくできた ○ ◎ ○

地域福祉課 今井 4748
バリアフリー街づ

くり推進県民会議
H21～現在

県民からの意見・提案を収集し、これを基

に新たな取組みの検討や県民への提案など

の活動を行うことで、県民の心のバリアフ

リーの推進に寄与する。

（R４年度）

２回開催（R4.12、R5.3）
1.よくできた ◎

地域福祉課 石田 4806
バリアフリーアド

バイザー制度
H16～現在

既存公共的施設を整備しようとする者等か

らの依頼に応じ、一級建築士を対象施設に

派遣し、バリアフリー化についての必要な

指導・助言等を行う。

（Ｒ４年度）

アドバイザー派遣件数　８施設
1.よくできた ◎

地域福祉課 今井 4748
バリアフリーフェ

スタかながわ
H25～現在

バリアフリーの街づくりの普及啓発を目的

としたイベントを開催

（Ｒ４年度）

R4.11.5実施　横浜新都市ビル（そごう横

浜店）９階センタープラザ、新都市ホール

ホワイエ

1.よくできた ◎

地域福祉課 石田 4806
圏域別普及啓発事

業
不明～現在

県内４圏域で、保健福祉事務所が中心とな

り、バリアフリーの街づくりについてのイ

ベントなどを実施する。

（R４年度）

各圏域で、バリアフリー教室の開催や普及

啓発資料の作成等を行った。

1.よくできた ◎

地域福祉課 今井 4748
バリアフリー街づ

くり表彰
H20～現在

バリアフリーやユニバーサルデザインによ

るまちづくりの優れた取組みを広く普及さ

せる。

R２年度～コロナウイルス感染拡大により

中止
3.あまりできなかった ◎

地域福祉課 今井 4748
福祉のまちづくり

研修会
H19～現在

県・横浜市・川崎市が共催で、建築士等を

対象に、バリアフリーの街づくりの理解を

促進するための研修会を開催する。

（Ｒ４年度）

R4.12.16実施　横浜情報文化センター６階

情文ホール

1.よくできた ◎

文化課 矢野 3806 共生共創事業 通年

シニア劇団やシニアダンス企画の運営、障

がい者等が参加する舞台公演等を実施する

ことで、文化芸術の面から共生社会の実現

や未病の改善を後押しする｡

シニア劇団やシニアダンス企画の公演等を

35回開催、8,152名の参加があったほか、

高齢者や障がい者等が出演する演劇やダン

ス作品を動画配信し、27,575回再生され

た。

1.よくできた ◎ ○

文化課 野谷 3820
県営団地における

シニア合唱事業
７月~３月

県内10か所の県営団地において、住民等

を対象としたシニア合唱事業を展開し、文

化芸術の振興とともに、共生社会の実現

や、団地におけるコミュニティの活性化、

未病改善など健康団地の推進に向けた取組

を実施。

・計10団地において、音楽に触れる「コン

サート」、歌うことになれる「歌声広

場」、「合唱レッスン」を順次実施。

・先行開始した２団地は、県庁大会議場に

て成果発表会を実施。

・実施回数：70回

・参加者：2,035名（延べ）

1.よくできた ◎ ○
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身体活動・運動
休養・こころの健

康づくり
飲酒 喫煙 歯・口腔の健康健診等 こころの健康 次世代の健康 高齢者の健康 栄養・食生活

健康を支え、守るための社

会環境の整備

担当者名 連絡先 事業・取組 時期 事業実績

事業評価

（事業実績における評価をプル

ダウンより選択してください。

なお、本項目は主観的な評価で

構いません。）

主な生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上

事業内容

栄養・食生活、身体活動・運動、休養・こころの健康づくり、飲酒、喫煙及び歯・口腔の健康に関する生活習慣の改善の促進

その他がん 循環器 糖尿病

保健体育課
保健安全G

藤澤
8310 児童生徒健康診断

学校保健安全法に

定められた期間に

実施

主に４月～６月

学校保健安全法に基づき、県立学校で児童

生徒の健康管理・指導のため、健康診断を

行う。

・専門の検査が必要な結核検診、心臓検

診、尿検査、B型肝炎検査について、委託

業者と契約し、正確な検査結果を得て、疾

病の早期発見に努めた。

・健康診断における感染症予防のため、歯

科検診及び耳鼻科検診要の検診器具（歯

鏡、鼻鏡）の消毒を委託業者と契約して実

施するとともに、耳鼻科検診で使用する使

い捨て舌圧子の購入及び各校へ必要数を配

付し、円滑な健康診断実施を支援した。

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

保健体育課
保健安全G

藤澤
8310

養護教諭学校保健

研修講座
７月及び12月

養護教諭が、学校保健に関して必要な知識

を習得する研修を開催する。

・児童生徒の心身の健康問題に対応するた

め、学校保健に必要な理論や実践について

研究し、養護教諭としての専門性や知識･

技量の向上を図るとともに、日常の職務の

一助としている。

・令和４年度研修受講者数

　７月（オンライン配信）：145名

　12月（対面）：156名

1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

保健体育課
保健安全G

大矢
8309

喫煙・飲酒・薬物

乱用防止教育研修

講座

令和４年10月13日

～11月18日

教員や学校薬剤師等が、喫煙・飲酒・薬物

乱用防止に関する知識を習得するための研

修を開催する。

314人が受講。 1.よくできた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保健体育課
保健安全G

加藤
8311 学校歯科保健指導

令和４年５月～令

和５年２月

県立特別支援学校で、児童生徒に、歯科衛

生士による歯科保健指導を行う。

各特別支援学校において、定期的な歯科検

診のほかに歯科衛生士による歯科保健指導

を行った。カラーテスターを用いた歯垢、

歯肉等の確認や歯磨き指導、模型を用いた

説明やビデオを活用した学習などの取り組

みを行っている。

1.よくできた ○ ◎

保健体育課
保健安全G

佐藤
8309

がん教育指導者研

修講座

令和５年７月～令

和５年８月

がんに対する正しい理解とがん患者に対す

る正しい認識及び命の大切さについて、指

導者としての理解を深め、学校におけるが

ん教育の進め方について研修し、授業等で

の指導に活かす。

文部科学省「がん教育等外部講師連携支援

事業」を受託

・教員及び外部講師向け研修の実施

・外部講師を活用した公開授業数の大幅な

増加

・教材等の改善

・外部講師の確保等

・神奈川県がん教育動画教材の作成

・神奈川県がん教育ガイドラインの作成

1.よくできた ◎ ◎

保健体育課

学校体育指

導G

荒居

8312

神奈川県児童生徒

健康・体力つくり

推進委員会

6月17日（金）

9月28日（水）

12月20日（火）

県推進委員会、地区研究協議会を開催し、

全県的な指導方針等の共通理解を深め、児

童生徒の健康・体力つくりを推進する。

年間を通じて３回の推進委員会を開催し、

県内の現状や取組の課題について情報共有

することができた。

2.だいたいできた ◎ ○

保健体育課

学校体育指

導G

荒居

8312
健康・体力つくり

推進研修講座
9月28日（水）

県内の各学校が本県の子どもの健康・体力

つくり施策を理解し、本県の子どもの健

康・体力つくりの取組を推進する。

健康・体力つくりに関する県の施策につい

て説明する場を設け、受講者が本県の健

康・体力つくりについて理解する契機と

なった。

2.だいたいできた ◎

保健体育課

学校体育指

導G

荒居

8312

健康・体力つくり

推進フォーラム 9月28日（水）

学校の実情に応じて健康・体力つくりに取

り組むことができるよう講演会や各校の取

組上の課題について情報交換し、子どもの

体力・運動能力の向上を図る。

国士舘大学の細越淳二氏による講演を実施

し、健康・体力つくりの取組を推進するた

めの手立てや工夫について、参加者が共有

する契機となった。

2.だいたいできた ◎

保健体育課

学校体育指

導G

荒居

8312
児童生徒体力つく

り研究事業
通年

健康・体力つくりの取組に係る実践研究を

委託し、学校における子どもの健康・体力

つくりに関する取組の推進を目指すととも

に、本実践研究の取組の成果を広く普及・

啓発する。

公立幼稚園、小・中学校及び県立高等学校

が設置する６つの研究会に、健康・体力つ

くりの取組に係る実践研究を依頼し、研究

の成果を健康・体力つくり推進フォーラム

で報告する機会を設けた。

2.だいたいできた ◎

保健体育課

学校体育指

導G

荒居

8312

夏休みの子どもの

ラジオ体操の取組

み

「夏休み みんなで

朝ラジ!!」プロ

ジェクト

6月

子どもの体力・運動能力の向上及び生活習

慣の改善等を目的に、ラジオ体操の普及・

定着に取り組む。

ラジオ体操の普及・定着のために、県域の

小学校にラジオ体操カードを配付した。
1.よくできた ○ ◎
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